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学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
全
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
で
は
旧
町
村
の
６
校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
旧
上

野
市
の
６
校
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
、
伊
賀
地
区
市
町
村
合
併
協
議
会
に
お
い
て
「
内
容
に
つ
い
て
は
新
市
に

お
い
て
調
整
す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
学
校
給
食
事
業
の
均
衡
あ
る
調
整
を
め
ざ
し
、
昨
年
11
月
の
新
市
発
足
後

に
保
護
者
、
教
職
員
の
代
表
に
よ
る
「
伊
賀
市
上
野
地
区
中
学
校
給
食
実
施
検
討
委
員
会
」（
会
長
　
南
正
人
桃
青
中
学
校
長
）
を
設

置
し
て
検
討
を
お
願
い
し
、
本
年
３
月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
基
本
と
し
て
、
伊
賀
市
全
体
の
小
中
学
校
の
給
食
の
実
施
状
況
や
施
設
の
状
況
を
総

合
的
に
検
討
し
、「
伊
賀
市
学
校
給
食
の
実
施
に
か
か
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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健健
やや
かか
なな
体体
をを
育育
むむ
学学
校校
給給
食食
をを
めめ
ざざ
しし
てて

■
基
本
方
針
に
つ
い
て

小
学
校
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち

に
調
理
現
場
の
見
え
る
「
自
校
調

理
方
式
」
で
行
い
、
中
学
校
給
食

は
「
食
缶
配
送
型
セ
ン
タ
ー
調
理

方
式
」
で
行
う
。

ま
た
、
小
中
学
校
と
も
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
（
共
同
食
堂
）
を
設
け
、

潤
い
の
あ
る
食
環
境
の
創
造
に
努

め
る
。

▼
小
学
校
は
、
給
食
を
重
要
な
学

校
教
育
活
動
の
一
部
と
し
て
位
置

付
け
、
児
童
の
「
食
育
」
の
観
点

か
ら
も
調
理
現
場
と
よ
り
身
近
な

接
点
の
持
て
る
「
自
校
方
式
」
を

採
用
す
る
。

▼
中
学
校
は
、
給
食
を
教
育
の
一

環
と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
の
、

小
学
生
時
に
調
理
に
対
す
る
理
解

も
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
運
営
効
率
の
高
い
給
食
セ
ン
タ

ー
方
式
に
よ
り
実
施
す
る
。

▼
教
室
の
机
の
上
で
給
食
を
食
べ

る
よ
り
も
、
よ
り
楽
し
く
食
事
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
順

次
計
画
的
に
各
校
に
「
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
（
共
同
食
堂
）
」
を
設
け
、

潤
い
の
あ
る
学
校
給
食
の
実
施
に

努
め
る
。

Ｑ
１
　
な
ぜ
、
市
内
の
中
学
校
で

学
校
給
食
が
必
要
な
の
で
す
か
。

弁
当
で
は
い
け
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
　
昨
今
の
社
会
情
勢
お
よ
び
家

庭
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
多
く
の

保
護
者
が
中
学
校
給
食
の
実
施
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
生
活
は
豊
か
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
朝
食
の

欠
食
や
弁
当
を
持
参
で
き
な
い
生

徒
も
お
り
、
子
ど
も
の
偏
食
、
肥

満
傾
向
児
の
増
加
等
、
食
生
活
に

起
因
す
る
健
康
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
通
し
望

ま
し
い
食
習
慣
や
食
生
活
を
身
に

付
け
る
よ
う
、「
食
」
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
今
日
の
中
学
校
教
育

に
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的

に
は
約
70
％
の
学
校
で
中
学
校
給

食
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
中
学
校
給
食
の
長
期
的
展
望
に

つ
い
て

島
ヶ
原
中
学
校
以
外
の
11
中
学

校
の
給
食
を
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調

理
し
、各
学
校
に
配
送
す
る
た
め
、

市
内
の
中
心
地
に
「（
仮
称
）伊
賀

市
給
食
セ
ン
タ
ー
」を
建
設
す
る
。

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
４
月

か
ら
、
民
間
委
託
方
式
に
て
運
用

を
開
始
し
、
順
次
自
校
方
式
や
既

設
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
施
設

に
切
り
替
え
て
い
く
。

（仮称）
伊賀市給食センター

①未実施の上野地区6
校を給食センターによ
り実施
現在の環境衛生基準

を満たしていない自校
方式3校を給食センタ
ー化

②阿山給食センターを
廃止して、阿山中給食
も配送

③大山田給食センター
を廃止して、大山田中
給食も配送

未実施6校
（上野地区）

自校方式3校
（柘植中）
（霊峰中）
（青山中）

阿山給食
センター
（阿山中）

大山田給食
センター
（大山田中）

自校1校
（島ヶ原中）

自校
方式で

2007.4

2020.4

・給食センターに
よる給食実施。

・給食室の老朽化
解消目的で、早期
にセンターによる
給食をめざす。

小学校の自校方式
化を行い給食セン
ターを廃止する。
（現施設の状況に
よっては、早期に
阿山中への新セン
ターからの配送を
考慮。）

大山田小の自校方
式化を行い、給食
センターを廃止す
る。

2020年度を目標に、市内全中学校（島ヶ原中を除く）の給食を伊賀市給食セン
ター（仮称）で一元実施する。
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Ｑ
２
　
現
在
の
市
内
の
中
学
校
給

食
の
実
施
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

Ａ
　
上
野
地
区
の
６
中
学
校
で
は

学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
上
野
地
区
以
外
の
中
学
校
で

は
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
市
内
全
て

の
小
学
校
で
自
校
ま
た
は
給
食
セ

ン
タ
ー
方
式
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
表
１
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
　
な
ぜ
、
中
学
校
給
食
を
実

施
す
る
た
め
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新

設
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
上
野
地
区
の
６
中
学
校
で
は

現
在
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
現
在
自
校
方
式
で
給

食
を
実
施
し
て
い
る
４
中
学
校
の

内
３
中
学
校
で
は
、
施
設
の
老
朽

化
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

伊
賀
市
と
し
て
は
、
健
全
な
財

政
運
営
を
考
慮
し
な
が
ら
、
こ
の

２
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

新
し
く
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
実
施
し
て

い
る
２
中
学
校
も
現
在
の
施
設
の

状
況
を
判
断
し
、
新
し
い
給
食
セ

ン
タ
ー
で
の
実
施
を
考
え
て
い
ま

す
。
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
表

２
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
４
　
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配

送
だ
と
、
温
か
い
も
の
が
冷
め
て

し
ま
っ
た
り
、
冷
た
い
も
の
が
ぬ

る
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

Ａ
　
そ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

温
・
保
冷
が
で
き
る
食
缶
を
使
用

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
保

温
の
場
合
85
℃
の
も
の
が
２
時
間

後
に
は
75
℃
程
度
、保
冷
の
場
合
、

５
℃
の
も
の
が
２
時
間
後
に
は

７
℃
程
度
の
温
度
変
化
と
な
る
の

で
、
十
分
温
か
い
も
の
・
冷
た
い

も
の
が
提
供
で
き
ま
す
。

ま
た
、
約
15
℃
〜
60
℃
が
雑
菌

の
繁
殖
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
温
度
帯
に
な
ら
な

い
よ
う
、
衛
生
面
に
も
配
慮
し
保

温
・
保
冷
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

Ｑ
５
　
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
だ

と
、
食
材
の
質
が
落
ち
た
り
、
地

産
地
消
を
行
え
な
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

Ａ
　
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
も
、

献
立
の
作
成
や
食
材
の
発
注
は
市

が
行
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
、
地

域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
域
で

消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
を
原
則

と
し
、
受
け
取
り
の
際
も
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
の
で
、
食

材
の
質
が
落
ち
る
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。
食
材
の
納
入
方
法
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
く
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
６
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

民
間
に
委
託
す
る
場
合
、
安
全
性

や
金
額
面
で
不
安
が
あ
り
ま
す

が
、
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
学
校
給
食
に
お
け
る
衛
生
・

安
全
面
に
つ
い
て
は
、
国
が
厳
し

い
基
準
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
基

準
を
守
る
こ
と
は
民
間
委
託
方
式

で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
委

託
業
者
に
つ
い
て
は
、
選
定
委
員

会
を
設
け
る
な
ど
十
分
に
協
議
・

審
査
し
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
献
立
に
つ
い
て
は
、
国
の

栄
養
・
食
品
構
成
基
準
に
合
致
し

た
今
の
子
ど
も
た
ち
に
一
番
必
要

な
献
立
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご

負
担
い
た
だ
く
給
食
費
は
全
て
食

材
費
と
し
て
運
用
し
ま
す
。

Ｑ
７
　
伊
賀
市
以
外
の
市
で
は
、

学
校
給
食
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し

て
い
ま
す
か
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
三
重
県
内
の
ほ
と

ん
ど
の
市
で
は
、
中
学
校
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

合
併
後
、
伊
賀
市
と
し
て
の
均
衡

を
図
る
た
め
中
学
校
給
食
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
伊
賀
市

の
よ
う
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、「
学
校
給
食
」
を
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
市
は
、
松
阪
市
、

伊
勢
市
な
ど
で
す
。

弁
当
を
提
供
す
る
「
ラ
ン
チ
サ

ー
ビ
ス
」
の
場
合
、
１
カ
月
８
０

０
０
円
〜
１
万
円
程
度
負
担
が
か

か
り
ま
す
が
、学
校
給
食
の
場
合
、

保
護
者
の
負
担
は
食
材
費
の
み
で

す
の
で
、４
０
０
０
円
〜
５
０
０
０

円
程
度
と
ほ
ぼ
半
額
で
済
み
ま
す
。

Ｑ
８
　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
こ

に
建
設
し
ま
す
か
。

Ａ
　
「
調
理
し
た
給
食
の
喫
食
ま

で
の
時
間
は
２
時
間
以
内
」
と
い

う
基
準
を
満
た
す
た
め
、
市
の
中

心
部
に
あ
り
、
交
通
状
況
の
比
較

的
良
い
「
伊
賀
市
ゆ
め
が
丘
」
へ

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
伊
賀
市
学
校
給
食
の
実
施
に
か

か
る
基
本
方
針
」
は
、
伊
賀
市
学

校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中学校名

崇広中

桃青中

緑ケ丘中

府中中

丸山中

成和中

表1 伊賀市立中学校給食の状況（平成17年5月現在）
食数

381

256

506

151

199

176

実施状況

未実施

地区

伊賀

島ヶ原

阿山

大山田

青山

地区

上野

中学校名

柘植中

霊峰中

島ヶ原中

阿山中

大山田中

青山中

食数

136

235

68

258

177

491

実施状況

自校方式

自校方式

自校方式

センター方式

センター方式

自校方式

【問い合わせ】教育委員会学校教育課　122-9677 ※伊賀市学校教育ネットワーク（http://www.iga.ed.jp）

表2 伊賀市立中学校給食施設の状況
種類

自校方式

センター方式

（共同調理場）

建設年度

Ｓ57年

Ｓ53年

Ｈ16年

Ｓ57年

Ｓ58年

Ｈ 3年

調理場面積

130g

104g

254g

166g

610g

552g

方式

ウエット

ウエット

ドライ

ウエット

ウエット

ウエット

学校・施設名

柘植中

霊峰中

島ヶ原中

青山中

阿山給食センター

大山田給食センター

※ドライ方式とは、細菌の繁殖を抑えるため、床面を乾燥した状態
で使用する最新の給食調理場方式です。
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介護保険制度は、皆さんの保険料と公費（税金）で支えられています。高齢社会の進展により、介護サービスの費
用が増大するなか、保険料の上昇をできる限り抑えるためには、介護保険から給付される費用を効率化・重点化
していくことが必要です。また、同じ要介護状態であれば、在宅と施設において
給付と負担は公平でなければなりません。
こうした趣旨を踏まえ、平成17年10月利用分から所得の低い方の負担に配慮しつつ、

介護保険施設などにおいて利用者の方に負担いただく費用に関する見直しを行います。

● 対象となる方および見直しが行われる費用
¡介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設）の利用者……居住費、食費
¡ショートステイ（短期入所生活介護、短期入所療養介護）の利用者…………………………滞在費、食費
¡デイサービス（通所介護）、デイケア（通所リハビリテーション）の利用者 ………………食費

● 見直し内容
（１）居住費（ショートステイの場合は滞在費）

居室は、多床室（相部屋）、従来型個室、ユニット型準個室、ユニット型個室の４つに区分されます。
多床室（相部屋）については光熱水費相当額が、従来型個室・ユニット型準個室・ユニット型個室について
は室料と光熱水費相当額が自己負担になります。（具体的な金額は各施設で設定されます。）

（２）食費
食材料費と調理費相当額が自己負担になります。（具体的な金額は各施設で設定されます。）

● 介護保険施設の居住費・食費の負担額（ショートステイを含む）
世帯全員が市民税非課税の方や生活保護を受給している方の場合は、施設利用の居住費やショートステイの
滞在費・食費の負担が軽減されます。

平成平成1717年年1010月から介護保険施設などの利用料が変わります月から介護保険施設などの利用料が変わります

所得の低い方には十分な配慮を行います。
所得の低い方には、居住費・食費の負担額を低く設定するほか、特に年金額が老齢基礎年金水準相当の80万円

以下の方（利用者負担第2段階）は、1割負担分の上限額も引き下げる（25,000円／月→15,000円／月）こと
としました。この結果、これまでよりも10月以降の負担額は低くなります。
なお、利用者負担第4段階の方については、利用者と施設の契約により負担水準が決められるため、居住費・食
費について一定程度、新たに負担いただくことになります。

【問い合わせ】本庁介護保険課126-3939

このほか、「社会福祉法人による利用者負担の軽減」制度もあります。
¡対象者は市町村民税非課税世帯の方で、その方の収入や世帯状況、利用料負担などを総合的に勘案した結果、
生計が困難と認められた方に限ります。

¡軽減率は1/4（老齢福祉年金受給者は1/2）

【問い合わせ】本庁福祉政策課122-9657 または各支所健康福祉課

市
民
税
非
課
税
者

世
帯
全
員
が

生活保護受給者

老齢年金受給者

課税年金収入と合計
所得金額の合計額が
80万円以下の方

利用者負担第2段階
以外の方（課税年金
収入が80万円超266
万円未満の方など）

上記以外の方

区分

利用者負担
第1段階

利用者負担
第2段階

利用者負担
第3段階

利用者負担
第4段階

多床室（相
部屋）の場合

0円

10,000円

10,000円

10,000円

従来型個室
の場合

①10,000円
②15,000円

①13,000円
②15,000円

①25,000円
②40,000円

①35,000円
②50,000円

ユニット型
準個室の場合

15,000円

15,000円

40,000円

50,000円

ユニット型
個室の場合

25,000円

25,000円

50,000円

60,000円

食費

10,000円

12,000円

20,000円

42,000円

居住費（居住の種類により異なる）

施設との契約により設定されます。なお、所得の低い方に補足的な給付を
行う場合に基準となる平均的な費用額は次のとおりです。

対　象　者

+

+

+

+

（月額概数）

①は特別養護老人ホーム、短期入所生活介護の場合。②は老人保健施設、介護療養型医療施設、短期入所療養介護の場合。
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青山保健センター運動施設青山保健センター運動施設
教室プログラム（10月～12月）

▲水中ウォーキング

▲エアロビクス

施設利用案内
【利用対象者】 中学生以上
【休　館　日】 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
【開館 時間】 火曜日～土曜日　10：00～21：00

日曜日・祝日　　10：00～19：00
【使　用　料】 市内利用者

・中学生以上18歳未満　　　　250円
・18歳以上65歳未満　 500円
・65歳以上　　　　　　　　　300円
・障害者（手帳をお持ちの方） 250円
市外利用者　　　　　　　　　　800円

※初めて施設を利用される方は、まず利用講習会をお受けください。
（受講の際にも使用料が必要です。）

10月22日（土）健康フェスティバル開催！

今岡市長と一緒にヨガをしませんか？
★運動施設無料体験！（10：00～21：00）
施設内のプールやトレーニング機器を自由に使用できます！
個別運動相談や身体計測（血圧・体脂肪など）もできます。
さらに、次の教室を開催！※事前にお申し込みください。
¡今岡市長と一緒にヨガ（11：00～12：00）
¡リラクゼーションストレッチ（14：00～15：00）
¡シェイプアップエアロ（19：30～20：30）
★がん検診（要予約！詳細は広報9月号10ページで）
★無料歯科健診（10：00～11：30／13：00～14：30）
幼児・小学生対象の無料フッ素塗布もあります。

案 内 図 案 内 図 

青山保健センター運動施設は、健康増進のためのプール、フィットネス
ルーム、トレーニングルームを備えた施設です。体力づくり・健康づく
り・リフレッシュにぜひご利用ください。
プール、フィットネスルーム、トレーニングルームは、教室等が入って
いない時間は自由に使用できます。

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

月曜日 火曜日

利用講習会

水中ウォーキ
ング（inプール）

スペシャルレッスン
スペシャルレッスン

利用講習会

アクアビクス
（inプール）

水曜日

ストレッチ
かんたん
エアロビクス

利用講習会

ストレッチ＆ウォー
キング（inプール）

利用講習会

シェイプアップ
エアロ

木曜日

利用講習会

アクアビクス
（inプール）

スペシャルレッスン
スペシャルレッスン

利用講習会

かんたん
エアロビクス

金曜日

3カ月集中 高齢者筋力
アップ教室（12月募集）
3カ月集中 高血圧予防
教室（募集終了）

3カ月集中 高脂血症
予防教室（募集中）

ヨーガ

利用講習会

ストリート
ダンス

土曜日

利用講習会

3カ月集中 燃やせ！
体脂肪教室（12月募集）

3カ月集中 中高年健康
運動教室（12月募集）
アクアサーキ
ット（inプール）

利用講習会

エアロビクス

日曜日

ストレッチ
肩こり・腰痛
教室（inプール）
リラックスア
クア（inプール）

利用講習会

らくらくシェイプ

ストレッチ＆ウォー
キング（inプール）

休
　
館
　
日

注意：各教室の前日までに電話または直接ご予約ください。各教室を受講するためには、利用
講習会を受けた方に交付する講習修了証が必要です。（青山保健センター運動施設152-4100）

【申し込み・問い合わせ】青山保健センター運動施設152-4100 青山保健センター152-2280
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芭
蕉
翁
の
業
績
を
た
た
え
遺
徳
を
偲
ぶ
平
成
17
年
度
（
第
59
回
）
芭
蕉

祭
を
、
芭
蕉
翁
の
命
日
の
10
月
12
日
、
上
野
公
園
内
の
俳
聖
殿
前
広
場
を

中
心
に
行
い
ま
す
。
俳
句
大
会
や
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
の
行
事
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
賛
事
業
が
多
彩
に
催
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
記
念
講
演
■

【
と
　
き
】

10
月
11
日
c午

後
２
時
〜

【
と
こ
ろ
】

上
野
商
工
会
議
所
３
階
ホ
ー
ル

【
講
　
師
】

青
山
学
院
大
学

教
授
　
廣
木
一
人
さ
ん
　
　

【
演
　
題
】

「
俳
諧
之
連
歌
師
・
芭
蕉
」

※
入
場
無
料

■
行
　
事
■

芭
蕉
祭
特
別
展

「
芭
蕉
翁
顕
彰
の
足
跡
」
展

10
月
４
日
〜
12
月
27
日

午
前
８
時
30
分
〜午

後
４
時
30
分

芭
蕉
翁
記
念
館

芭
蕉
祭
ポ
ス
タ
ー
展

11
日
〜
12
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階

絵
手
紙
展

11
日
〜
12
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階

全
国
俳
句
大
会

12
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

（
投
句
締
切
午
後
０
時
45
分
）

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
３
階

芭
蕉
翁
史
跡
め
ぐ
り

①
「
甚
七
郎
の
散
歩
道
ウ
ォ
ー
ク
」

12
日
　
午
前
11
時
30
分
〜
受
付

午
後
０
時
45
分
　
集
合

午
後
１
時
　
出
発
　

※
受
付
・
集
合
・
出
発
は
い
ず

れ
も
上
野
公
園
俳
聖
殿
前
で
す
。

こ
ど
も
俳
句
大
会

12
日
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

上
野
公
園
本
丸
広
場

野
外
音
楽
会

12
日
　
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

上
野
公
園
俳
聖
殿
前

■
協
賛
行
事
■

▼
お
茶
席
　
12
日
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
芭
蕉
翁
記
念
館
茶
室

▼
野
点
茶
会

12
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
慰
霊
塔
前
広
場
▼

骨
董
市
　
11
日
〜
12
日
　
午
前
８

時
〜
午
後
３
時
　
慰
霊
塔
前
広
場

▼
切
手
・
は
が
き
類
即
売
会
、
防

犯
啓
発
・
環
境
美
化
活
動
、
豆
腐

で
ん
が
く
　
12
日
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
▼

「
献
血
の
日
」
街
頭
啓
発
・
献
血

事
業
　
12
日
　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
上
野
公
園
入
口
ロ
ー
タ
リ

ー
▼
お
茶
席
　
12
日
　
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分
　
蓑
虫
庵
茶
室

▼
切
手
展
　
10
日
〜
12
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
上
野
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
２
階
▼
俳
画
展

11
日

〜
12
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階
▼
伊

賀
上
野
し
ぐ
れ
忌
連
句
会
　
11
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
栄
楽
館

■
芭
蕉
月
間
行
事
■

（
10
月
12
日
〜
11
月
12
日
）

歌
枕
俳
枕
講
座

【
と
　
き
】

11
月
９
日
d

午
後
１
時
30
分
　
開
場

午
後
２
時
　
　
　
開
演

【
と
こ
ろ
】

上
野
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
２
階

【
演
　
題
】「
俳
句
と
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
」

【
講
　
師
】
加
藤
耕
子
さ
ん

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】

本
庁
文
化
国
際
課

1
22
・
９
６
２
４

伊
賀
み
ち
づ
れ
吟
行
と

紅
花
を
楽
し
む

【
と
　
き
】
10
月
28
日
f

【
集
合
場
所
】

大
山
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
午
前
９
時
集
合
）

【
吟
行
場
所
】
白
藤
の
滝
・
蓑
虫

庵
・
植
木
神
社

【
募
集
人
数
】
90
人
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

10
月
５
日
d
〜
　
受
付

※
「
紅
花
を
楽
し
む
」
の
み
の
参

加
も
で
き
ま
す
（
午
後
１
時
〜

大
山
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
、
先
着
50
人
、
参
加
料
３
０
０

円
）。教

育
委
員
会
伊
賀
分
室

1
45
・
９
１
１
６

芭芭
蕉蕉
祭祭

▼
上
野
公
園
俳
聖
殿
前→

蓑
虫

庵→

上
野
天
神
宮→

故
郷
塚→

芭
蕉
翁
生
家→

上
野
公
園

（
約
５
d
・
２
時
間
30
分
）

※
案
内
は
、
い
が
う
え
の
語
り
部

の
会
と
師
友
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

②
「
バ
ス
で
行
く
史
跡
め
ぐ
り
」

12
日
　
午
前
11
時
30
分
〜
受
付

午
後
０
時
45
分
　
集
合

午
後
１
時
　
出
発
　

※
受
付
・
集
合
・
出
発
は
い
ず

れ
も
上
野
公
園
入
口
ロ
ー
タ
リ

ー
前
で
す
。

▼
上
野
公
園
入
口→
芭
蕉
翁
誕

生
宅
阯
↓
万
寿
寺→

芭
蕉
公
園

→

上
野
公
園
入
口
　

（
約
２
時
間
30
分
）

※
案
内
は
、
山
出
区
語
り
部
の
会

の
皆
さ
ん
で
す
。

　　　　　　　　　　■ 芭 蕉 祭 ■
◇献花・献菓　◇献花・献菓　1212日　日　
　午前９時　午前９時1010分～　市駅前・芭蕉翁銅像　分～　市駅前・芭蕉翁銅像　
　午前９時　午前９時2020分～　市役所前・芭蕉翁文学碑分～　市役所前・芭蕉翁文学碑
◇芭蕉祭式典　◇芭蕉祭式典　1212日　日　
　午前９時　午前９時3030分～分～1111時3030分
　　　　　　　　　上野公園内・俳聖殿前　　　　　　　　　　上野公園内・俳聖殿前　                                          

　　　　　■ 芭 蕉 祭 ■
◇献花・献菓　12日　
　午前９時10分～　市駅前・芭蕉翁銅像　
　午前９時20分～　市役所前・芭蕉翁文学碑
◇芭蕉祭式典　12日　
　午前９時30分～11時30分
　　　　　　　　　上野公園内・俳聖殿前　    

式典の模様を
行政情報チャンネル（ケーブルＴＶ）と

市ホームページで生中継！



駐車禁止の区間 

【問い合わせ】 
 
　上野天神秋祭振興会　 
　（上野商工会議所内） 
　　　　　　�21-0527 
��伊賀上野観光協会 
　　　　　　�26-7788 
　伊賀市上野支所産業振興課 
　　　　　　�22-9670

印で鬼楼車行列 
印で神輿行列 

臨時有料駐車場（1回500円） 

9 1

臨時Ｐ 
上野西小学校　23日（12：00～17：00） 
西 小 学 校　　24日（13：00～20：00） 
西 小 学 校　　25日（11：00～17：00） 

臨時Ｐ 

城北駐車場 

上野西小学校 

通り抜け禁止 

車両通行止 警察官による時間別車両通行止 

 

 

 

10月23日～25日 
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8　1        10   17月 月 

ワクワク
の 

抽選会 

旅行・伊
賀米・ 

マウンテ
ンバイク

等が当た
る 

2005

●大会エントリーはインターネットが便利です 

http: // www. runtes.jp /

入賞すると伊賀焼のメダルと、 
巻き物の賞状がもらえるよ!

20052005 11.27
 

 

 伊賀市立上野西小学校より市内 

SUNSUN

問
い
合
わ
せ
先 TEL22-9680（直通）　FAX22-9692

伊賀市上野丸之内116番地　伊賀市教育委員会内 
伊賀上野シティマラソン実行委員会事務局　宛 

 

参
　
加
　
料 

ハーフ・10キロ（高校生以上）/3,000円 
3キロ（小4以上）/一般2,500円・小中学生500円 
ファミリージョギング/一般1,00円・小中学生500円 

 

 

けんずいまつりけんずいまつり20052005
「阿山の恵み・食・文化」をテーマとした
阿山の魅力盛りだくさんのイベントです！

11月3日（木・祝）10:00～15:00
会場　あやまふれあい公園内
内容　民謡ショー、 500人分大鍋イベント、

もちつきイベント、 各種団体・サーク
ル発表、 地域の特産品等展示即売

【問い合わせ】阿山支所産業振興課143-1544

※23日～25日のコミュニティバス「しらさぎ」の内回り
循環は終日運休。外回り循環は一部路線を変更して運
行しますのでご了承ください。
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上
野
支
所
管
内
で
は
、
19
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣

言
35
周
年
」
を
契
機
と
し
て
、
１

９
８
３
年
に
「
地
区
人
権
啓
発
草

の
根
運
動
推
進
会
議
」
が
自
治

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
民

生
委
員
等
の
団
体
や
個
人
に
よ
り

発
足
し
、
そ
れ
以
降
現
在
も
各
分

館
を
拠
点
と
し
て
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
人
権
問
題
に
関
す
る
学
習

会
等
の
意
識
啓
発
活
動
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
区

に
密
着
し
た
地
道
な
活
動
を

は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
る
に
も
関
ら

ず
、
今
な
お
人
権
問
題
・
差

別
事
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
今
あ
る
差

別
意
識
を
な
く
し
て
新
た
な

世
代
に
差
別
を
持
ち
込
ま
せ
な
い

よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

差
別
は
放
っ
て
お
い
て
自
然
に
な

く
な
る
も
の
で
は
な
く
、
問
題
解

決
の
た
め
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
講
演
会
等
に
参
加
し
、
的
確

な
情
報
と
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ

り
問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
０
２
年
に
実
施
し
た
人
権

問
題
に
関
す
る
上
野
市
民
意
識
調

査
結
果
に
よ
れ
ば
、
同
和
問
題
や

■このコラムは毎号いろいろなテーマで人権についてお話しています。
ご意見等は人権政策課122-9631 E-mail : jinken@city.iga.lg.jpへ

人
権
問
題
に
関
す
る
研
修
会
に
参

加
経
験
の
少
な
い
人
ほ
ど
人
権
に

無
関
心
で
、「
自
分
に
は
関
係
な

い
」
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
傾

向
に
あ
り
、
地
域
で
の
講
演
会
・

研
修
会
に
一
度
も
参
加
し
た
事
の

な
い
人
の
割
合
が
約
70
％
と
、
非

常
に
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
人
権
の
研
修

会
に
参
加
で
き
な
い
の
か
を
本
年

９
月
に
行
わ
れ
た
研
修
会
の

参
加
者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
時
間
的
に
余
裕
が
無
い
」

「
意
見
が
言
い
に
く
い
雰
囲

気
」「
身
近
な
問
題
で
は
な
い
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
・
同
和
問
題
な
ん
て

「
自
分
の
問
題
で
は
な
い
」

「
関
係
な
い
」
と
い
う
意
識
が

強
く
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
誰
も
が
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
、
人
を
敬
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
人
権
が
ど
う

だ
」「
同
和
問
題
の
解
決
は
」
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
は
他
人
事
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
権
と
い
う
の
は
高

い
と
こ
ろ
で
も
遠
い
と
こ
ろ
に
あ

る
も
の
で
も
な
く
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。

（
上
野
支
所
人
権
政
策
推
進
課
）

身
近
な
問
題
と
し
て

市内の中学校で英語を指導するALT(外国語指導助
手)の5人が9月2日、市役所を訪れ、今岡市長に着任の
あいさつをしました。5人は市内の12の中学校に分か
れ、1年間指導する予定です。
①氏名②出身国③勤務年数④派遣学校名⑤抱負など　

AAALLTT（（外外国国語語指指導導助助手手））をを
紹紹介介ししまますす

① エミリー・グランマイヤー
② アメリカ　ペンシルバニア
③ 1年目
④ 柘植中学校・霊峰中学校
⑤ 英語の授業が楽しくなれば、
英語も上達すると思うので、
授業を楽しくしたい。また、
生徒と一緒にクラブ活動も楽
しみたい。

① レイチェル・ウォーレン
② ニュージーランド　クライス
トチャーチ

③ 1年目
④ 桃青中学校・府中中学校・
阿山中学校

⑤ 生徒と一緒にクラブ活動をし
たい。ソフトボールが得意。
みんなと仲良くして、良い思
い出をつくりたい。

① ダニエル・フィリップス
② イギリス　チェスター
③ 1年目
④ 青山中学校・丸山中学校
⑤ ゲームなどを取り入れ、楽し
い英語の授業にしたい。スポ
ーツが大好き。サッカーが得
意なので、生徒たちと一緒に
したい。

① エレン・ダム
② カナダ　エドモントン
③ 2年目
④ 崇広中学校・成和中学校・
島ヶ原中学校

⑤ クラブ活動に参加したい。バ
スケットボールが得意。料理
を作るのが好きなので、みん
なで地元の料理などを作りた
い。

① ショーン・マクレナン
② カナダ　サックビル
③ 2年目
④ 緑ケ丘中学校・大山田中学校
⑤ 音楽が好きなので、みんなと
一緒に歌を作りたい。授業で　
ゲームをしたり、授業の後も　
生徒たちと英会話で楽しく話
をしたい。

皆さん、よろしくお願いします！



99
広報いが市
2005. 10. 1

皆さんは病気になると、薬局で薬を買ってきたり、
病院を受診して薬をもらったりしますよね。その「く
すり」を正しい方法で飲んでいますか？

☆「くすり」はコップ1杯の水と一緒に飲みましょう
¡お茶やジュースで飲むと、薬の効果がなくなってし
まうものもあります。また、牛乳やアルコールも薬
の吸収速度を変化させてしまうので、避けましょう。

¡水なしで薬を飲むと、食道や胃の粘膜に張り付いて
粘膜を傷つけることがあるので、必ず水と一緒に飲
みましょう。
☆「くすり」は指定された時間・回数を守って飲みま
しょう

¡ 飲み忘れたからといって、次の服用時間に2回分を
まとめて飲むことは、絶対にしてはいけません！
飲み忘れの対処については、事前に医師や薬剤師に
確認しておくことをお勧めします。

¡食後薬を処方されているのに、食事を摂らなかった
場合は、多めの水と一緒に飲むなどして、必ず指定
された回数を飲むようにしましょう。ただし、薬の
中には、食事を摂ることを前提に処方されているも
のもあるので、食事を摂る回数や時間帯がまちまち
の方は、医師にその旨を伝え、生活スタイルに合っ
た薬を処方してもらうとよいでしょう。

阿山支所健康福祉課

保健師　川口美香　「くすり」をきちんと
飲んでいますか？

そ
こ
で
、ス
ポ
ー
ツ
傷
害
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
や
そ
の
人
の
状

況
に
合
わ
せ
た
治
療
法
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
同

じ
外
傷
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選

手
と
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
の

人
で
は
治
療
法
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
る
し
、
同
じ
人
で
も
重
要
な
試

合
の
前
と
オ
フ
の
時
期
で
は
異
な

っ
た
治
療
法
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
自
分
自
身
、
学
生
時
代

に
ず
っ
と
陸
上
競
技
を
続
け
て
き

た
経
験
が
あ
る
の
で
、
外
来
で
は

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
、
頭
ご
な
し
に
安
静
を
強
い
る

の
で
は
な
く
、
充
分
な
説

明
を
行
い
、
本
人
も
納
得

で
き
る
治
療
法
を
選
択
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
当
科
に
は
ス
ポ
ー
ツ

医
学
に
関
す
る
研
修
を
済
ま
せ
た

公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
３
人

在
籍
し
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
傷
害
で
困
っ
て
い
る
方
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

整
形
外
科
部
長
　
今
村
進
吾

近
年
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
急
激
な
増
加
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
傷
害
を
対
象
と
し
た

特
殊
な
も
の
か
ら
、
様
々
な
レ
ベ

ル
と
年
齢
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
を

対
象
と
す
る
身
近
な
も
の
へ

と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
治
療
す
る
側
に
と

っ
て
も
、
最
近
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
傷
害
も
そ
れ
以
外

の
原
因
で
生
じ
る
傷
害
も
そ
の
病

態
が
同
じ
で
あ
る
以
上
、
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
の
み
を
取
り
立
て
て
論
ず

る
必
要
は
な
い
と
い
っ
た
考
え
方

が
主
流
で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
の
場
合
、
単
に
傷
害
を
治
す
だ

け
で
は
な
く
、
怪
我
か
ら
再
び
ス

ポ
ー
ツ
復
帰
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
に
と

っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般

の
人
々
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
医
学

☆「くすり」の飲み合わせに注意しましょう
市販の薬や病院でもらった薬を一緒に飲んでいませ
んか？薬には似たような効果を持つものや、互いの効
果を阻害してしまうものなど、様々な種類があります。
いくつもの薬を服用することは、副作用が出たり、効
果が強く出すぎたりすることにもつながり、大変危険
です。
¡複数の病院で薬をもらっている場合や、市販薬と病
院で処方された薬を同時に飲もうとする場合は、必
ず医師や薬剤師に相談しましょう。
☆病院で処方された「くすり」はあなたのものです
あなたが病院でもらった薬を、よく似た症状のある
家族や知人に飲ませたりしていませんか？
¡処方された薬は、あなたの症状に合わせて作られた
ものです。あなたの症状が改善しても他人に効果が
あるとは限りません。症状が似ているからといって、
自分がもらった薬を他人に飲ませるのは、思わぬ副
作用が出る危険性がありますので、絶対に避けまし　
ょう。
「くすり」は病気を治すために必要なものです。で

も飲み方を誤ると、病気を治すどころか悪化させてし
まう危険性もあります。「くすり」のことでわからな
いことや心配なことがあったら、医師や薬剤師に相談
して、安心して服薬し、病気を治すようにしましょう。

健康教室
【と　き】10月16日（日）

午前10時～
【ところ】
市民病院新館1階会議室

【演　題】「冬のカゼ対策」
【講　師】
小児科部長　川口　寛

【参加費】無料
市民病院庶務課124-1111



月日

11/14
（月）
11/20
（日）
11/26
（土）
11/28
（月）

場所

大山田
保健センター

ウェルサンピア
伊賀
島ヶ原老人福祉
センター
いがまち保健福祉
センター

時間

9：00～11：00

9：00～11：00
13：30～15：00
9：00～11：00
13：30～15：00

9：00～11：00

胃
1,000円

●

●

●

●

備考

胃部Ｘ線撮影です。受診前日の夜10時以降の食事は控え、当日朝からは、飲
料水、お茶、薬、タバコ、その他口から入るものは一切とらずにお越しくだ
さい。また、胃の手術を受けた方、妊娠している方は受診できません。

事前に容器をお渡ししますので、2日分の採便をしてお持ちください。

乳がんの自己検診法の説明と乳房レントゲン撮影（マンモグラフィー）です。
乳房をプラスチックの板で挟んで撮影する方法です（多少の痛みを伴います）。

子宮頚部細胞の採取と視診です。

血液検査です。

受付開始日

10/14
（金）

10/25
（火）

検診名

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

前立腺がん検診

申し込み
問い合わせ

■がん検診■がん検診（（1111月実施分月実施分））の申し込みを受け付けますの申し込みを受け付けます
大腸
300円

●

●

●
●

●

乳
1,100円

●

●
●
●
●

●

子宮
1,100円

●

●

前立腺
400円

●

●

●

がん検診の内容・費用

※①昭和11年3月31日以前に生まれた方②65歳以上の重度障害者で老人医療受給者証をお持ちの方③生活保護世帯
の方は無料で受診できます。

対象者

20歳以上の方

20歳以上の方

30歳以上の女性

20歳以上の女性

50歳以上の男性

大山田保健センター147-0737 上野支所健康福祉課122-9653
島ヶ原支所健康福祉課159-2269 伊賀支所いがまち保健福祉センター145-1015
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「癌の診断と治療」をテーマとして、日本消化器病学会東海支部第58回市民公開講座を開催します。

【日　時】 11月27日（日） 開場　正午　　開演　午後1時　　終了　午後4時30分

【場　所】 伊賀市文化会館 さまざまホール

【シンポジウム】「MRIとCTでどのように癌を発見するのか？」上野総合市民病院放射線科部長　田中　直　　
「大腸癌の診断と治療について」 上野総合市民病院外科部長　　　杉平宣仁
「肝癌の診断と治療」 上野総合市民病院副院長　　　　村山　卓

【基調講演】 プロ野球阪神タイガースシニアディレクター　星野仙一さん
【参加対象】 高校生以上の方（お子様連れの入場はできません。）
【申込方法】 往復はがきに、「住所」「氏名」「年齢」「電話番号」「参加希望人数（2人まで）」をご記入の上、

10月25日（火）（消印有効）までにお申し込みください。（往復はがき以外での申し込みは受け付け
ません。）
＊1枚のはがきで2人まで申し込むことができますが、2人の場合は「同伴者の氏名・年齢」を
必ずご記入ください。同伴者の氏名・年齢の記入がない場合は、１人の申し込み扱いとさせ　
ていただきます。
＊車いすでお越しの方は「車いすで参加」、手話席希望の方は「手話席希望」とご記入ください。

【申し込み先】〒518－0823 伊賀市四十九町831番地　伊賀市立上野総合市民病院　市民公開講座事務局宛
【定　員】 1,000人（応募者多数の場合は、抽選し「返信はがき」により1１月初旬ご連絡します。）
【注意事項】 基調公演中の会場への出入りおよび撮影・録音は固くお断りします。
【問い合わせ】伊賀市立上野総合市民病院庶務課　124－1111（内線254・255）

日本消化器病学会東海支部　第58回市民公開講座

若年者健診
1,400円

●
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インフルエンザに負けないために！インフルエンザに負けないために！
日本で一番多い感染症のインフルエンザ。インフルエンザは例年1月から2月に患者数がピークに達します。
インフルエンザの予防には予防接種が効果的！ 特に乳幼児や65歳以上の高齢者、慢性の持病がある方は、感

染すると重症化しやすいので、流行する前に予防接種を受けましょう。

＜高齢者インフルエンザ予防接種について＞

【実施期間】
平成17年10月15日（土）～平成18年１月31日（火）

【実施場所】
県内の医療機関
※市外で接種希望の方はお問い合わせください。

【対象者】
①接種日現在65歳以上で、伊賀市に住民票または外国
人登録のある方
②接種日現在60歳以上65歳未満であって、心臓、腎
臓、呼吸器の機能不全またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能に障害を有する者として厚生労働
省令で定める方（上記疾患で身体障害者手帳１級程
度の方が該当）

【自己負担金】
1,200円（各医療機関窓口でお支払いください。）
ただし、65歳以上で生活保護世帯の方は無料です。

【接種方法】
・予防接種を希望する医療機関にご予約ください。
・予防接種を受けられるときは、保険証と健康手帳を
ご持参ください。健康手帳をお持ちでない方には予
防接種済票をお渡しします。

＜乳幼児インフルエンザ助成について＞

【助成対象接種期間】
平成17年10月15日（土）～平成18年1月31日（火）

【対象者】
伊賀市に住民票または外国人登録のあるインフルエ

ンザ予防接種を受けた未就学児（平成11年4月2日以
降に生まれた方）
【助成の金額】
インフルエンザ予防接種費用の1／2以内の額
（限度額3,000円で、100円未満は切り捨て）

【申請方法】
インフルエンザ予防接種を受けた病（医）院で、イン

フルエンザ予防接種を受けたと分かる領収書（受けた
子どもの名前、接種日、接種金額が記載されたもので、
医師の印があるもの）をもらい申請してください。イ
ンフルエンザ予防接種費用助成申請書は各医療機関お
よび各支所健康福祉課（保健センター）にあります。
【申請書提出先】
各支所健康福祉課（保健センター）
※電話番号は下欄を参照してください。

【申請締め切り】平成18年2月28日（火）

麻しん・風しんの予防接種が変わります！麻しん・風しんの予防接種が変わります！
平成18年4月1日から麻しんおよび風しんの予防接種方法が変わります。まだ受けていない方は早めに受けましょう。

＜　　　現　　行　　　＞ 麻しん（１回） 生後12カ月から生後90カ月までの児
風しん（１回） 生後12カ月から生後90カ月までの児

＜平成18年4月1日から＞ 麻しん風しん　　第1期：生後12カ月から生後24カ月までの児
（ＭＲワクチン） 第2期：5歳以上７歳未満の児で、小学校就学の前年の

（2回） 4月1日から翌年3月31日の間

＊上記の期間外に受けると公費負担の対象にはなりません。

＜注意事項＞
・現在実施されている麻しんおよび風しんワクチンの予防接種は、平成18年3月31日で終了です。
・現在実施されている麻しんまたは風しんワクチンをどちらか一方でも受けた方は、ＭＲワクチン第2期の対象に
はなりません。（安全性が証明されていないため。）どちらも受けていない方は、2期の対象になります。
・詳しくは、かかりつけ医または各支所健康福祉課（保健センター）にご相談ください。

【問い合わせ】
本庁　　　　健康保険政策課健康推進係　　　　　　122－9652
上野支所　　健康福祉課健康推進係　　　　　　　　122－9653
伊賀支所　　いがまち保健福祉センター健康推進係　145－1015
島ヶ原支所　健康福祉課健康推進係　　　　　　　　159－2269
阿山支所　　健康福祉課健康推進係　　　　　　　　143－9711
大山田支所　大山田保健センター　　　　　　　　　147－0737
青山支所　　青山保健センター　　　　　　　　　　152－2280
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9月18日、内保博仁助役が菖蒲池にお住まいの伊賀市女子最
高齢者、森永 ま

は ま

さん宅を訪問し、女子最高齢者認定証、祝い
品と花束を贈呈しました。森永さんは現在満109歳、少々耳が
聞こえにくくなりましたが、おしゃべりと甘い和菓子が大好き
な、県内一番の長生きおばあちゃんです。
内保助役から「三重県で一番やで！甘いもの好きか？」と聞
かれると「うん、うん」とうなずかれました。席を立とうとす
ると「もう帰るの」「まあ、ゆっくりしていって」と別れを惜
しまれました。

長寿のお祝いに9月18日、今岡睦之市長が伊賀市男子最高齢
者、杉尾石松

いしまつ

さん宅を訪問しました。
杉尾さんは、川合（大江）にお住まい

の現在満103歳の元気なおじいちゃんで
す。
今岡市長から男子最高齢者認定証、

祝い品と花束が贈られると照れくさそ
うに「ありがとうございます」と受け取
り、「おじいちゃん元気にかんばってく
ださい、来年もおじゃましますね」と激
励されると力強く「がんばります」と答えてくれました。

男子最高齢者宅訪問！
今岡市長「がんばってください」

女子最高齢者宅訪問！
内保助役「三重県で一番ですよ」

■撮影予定期間
平成17年10月12日～11月6日
■撮影場所
伊賀市および名張市
■映画タイトル
「酒井家のしあわせ」（仮題）
■映画内容
主人公の14歳ツグオ（森田直
幸さん）と両親（友近さん、
ユースケ・サンタマリアさん）
による心温まる家族物語。
■映画公開
平成18年秋以降予定

来年秋公開予定「酒井家のしあわせ」（仮題）の制作発表が9月
14日、市役所応接室で行われました。
監督、脚本は地元伊賀市出身の呉

お

美保
み ぽ

さん。製作も同市出身
で映像製作会社ビーワイルドの若杉正明さん。
伊賀市にゆかりのある二人が、桃青中学校のほか伊賀地域独
特の風景や城、まつりなどを撮影し、伊賀地域の文化、風土、
人々の生活を盛り込んだ「人の心に残る作品」に仕上げたいと
抱負を語りました。

杉尾さんからの一言
「「こんなに長生きできるとは思わなかった、
感謝しています」「ありがたい毎日を過ごし
ています」

おばあちゃん、おじいちゃん

いつまでも元気でね。

森永さんからの一言
長長生きの秘訣は･･･「いきあたりばったり」
「家族みんなが、あんばいしてくれるんで長
生きができます」

伊賀を舞台に映画撮影
「酒井家のしあわせ」（仮題）制作発表　



青少年健全育成を目的に活動している
「あやま人づくり市民会議」は、8月28日、
あやま文化センターさんさんホールでシネ
マ＆トーク『私をみつめて』を開催しました。
ドキュメンタリー映画上映後、監督の木

村茂之さんと主演の河合由美子さんのトー
クイベントが行われ、河合さんがひきこも
りを10年近く繰り
返し、幾度にわた
る拒食や過食の繰
り返し、どん底の
状態から抜け出し
た今を、ありのま
まに語ってくれま
した。
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自動車部品製造会社「甲西高周波工業」
(本社・滋賀県湖南市)が、上野新都市「ゆ
めぽりす伊賀クリエイトランド」への進出
を決定したことに伴い、8月30日、立地協
定調印式が行われました。
同社は約6,900平方メートルの敷地に新

工場を建設し、来年1月からの操業を予定し
ています。
「ゆめぽりす伊

賀クリエイトラン
ド」への進出は27
社目。今回の協定
により、用地の分
譲率は92.5％（残
りは5区画）となり
ました。

ゆめぽりす伊賀へ進出！
甲西高周波工業（株）と立地協定調印

8月28日、青山ホールでアテネパラリン
ピック射撃競技日本代表の鈴木ひとみさん
を講師に迎え、「車いすからの出発」を演題
に講演会が行われました。
鈴木さんはファッションモデルとして活

躍していましたが、突然の交通事故で頚椎
けいつい

を骨折、車いす生活を宣告されました。彼
に支えられた入院生活の話や障がいをもつ
ようになってはじめて気づいたこと、また
今の自分に何ができるかなどについて講演
されました。

2005同和問題講演会
車いすからの出発（たびだち）

9月10日、伊賀市文化会館さまざまホー
ルで映画「SHINOBI」（松竹）のプレミア試写
会が開催され、監督の下山天

しもやまてん

さんと出演者
の椎名桔平さんが舞台挨拶に訪れました。
伊賀出身の椎名さんは「まさか忍者役で

ふるさとに帰って来るとは思ってもみなか
った。」とコメントし、伊賀で過ごした子ど
も時代の様子などを語りました。
忍者衣装をまとった子どもたちから花束

が贈呈されると、かわいらしいちびっこ忍
者の登場に監督も椎名さんも笑みを浮かべ、
会場内は和やかなムードに包まれました。

青少年健全育成活動
シネマ＆トーク「私をみつめて」

「SHINOBI」伊賀上映会
映画プレミア試写会と舞台挨拶
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バ
ス
に
乗
り
込
み
市
内
観
光
へ
出

発
。
車
窓
か
ら
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
眺

め
な
が
ら
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
・
コ
ア
ラ

保
護
区
へ
。
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
で
は
コ

ア
ラ
を
抱
い
た
り
カ
ン
ガ
ル
ー
に
餌

を
あ
げ
た
り
、
ま
た
、
ウ
ォ
ン
バ
ッ

ト
や
エ
ミ
ュ
ー
な
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
固
有
の
動
物
を
た
く
さ
ん
見
学
し

ま
し
た
。

３
年
前
か
ら
交
流
し
て
い
る
オ
ル

バ
ニ
ー
ク
リ
ー
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を

訪
問
し
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
は
、
日
本
語
ク
ラ
ス

に
入
り
、
慣
れ
な
い
英
語
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
日
本
の
文
化
を
一
生
懸
命

紹
介
し
ま
し
た
。

8
月
13
日
、
関
西
国
際
空
港
を
飛

び
立
っ
て
約
9
時
間
。
翌
日
の
午
前

7
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
海
岸
の

ブ
リ
ス
ベ
ン
国
際
空
港
に
到
着
し
ま

し
た
。
季
節
は
早
春
、
真
夏
の
日
本

と
は
違
い
気
温
は
13
℃
、
肌
寒
さ
と

乾
い
た
空
気
を
感
じ
る
こ
と
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
ん
だ
な
あ
と
実

感
し
ま
し
た
。

オオ
ーー
スス
トト
ララ
リリ
アア
にに
到到
着着

青青
山
中
学
校
3
年
生
6
人
と
柘
植
中
学
校
3
年
生
2
人
の
8
人
が
、
8
月
13
日
か
ら
23
日
に
青
少
年
海

外
研
修
生
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
周
辺
に
滞
在
し
ま
し
た
。
研
修
生
が
家
族
と
離
れ
言

葉
や
生
活
習
慣
の
違
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
体
験
し
た
生
活
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

伊伊
賀賀
市市
青青
少少
年年
海海
外外
派派
遣遣
事事
業業

　　

日日
間間
のの
旅旅
　　
オオ
ーー
スス
トト
ララ
リリ
アア
研研
修修
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ハハ
イイ
スス
クク
ーー
ルル
生生
とと
交交
流流

日
本
か
ら
準
備
し
て
き
た
折
り
紙

や
歌
な
ど
を
披
露
し
た
り
、
ダ
ン
ス

の
授
業
に
参
加
し
て
オ
ル
バ
ニ
ー
の

生
徒
と
一
緒
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を

教
わ
り
ま
し
た
。

訪
問
が
終
わ

る
頃
に
は
生
徒

同
士
が
打
ち
解

け
、
「
帰
り
た

く
な
い
ね
」

「
明
日
も
来
た

い
ね
」
と
別
れ

を
惜
し
み
な
が

ら
先
生
や
生
徒

た
ち
に
見
送
ら

れ
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

ブ
リ
ス
ベ
ン
か
ら
南
へ
約
2
時

間
、
途
中
の
車
窓
か
ら
見
え
る
広
々

と
し
た
牧
場
や
見
渡
す
限
り
の
緑
の

大
地
を
堪
能
し
な
が
ら
、
ラ
ミ
ン
ト

ン
国
立
公
園
内
に
入
り
ま
し
た
。

突
然
現
れ
る
熱
帯
雨
林
、
覆
い
か

大大
自自
然然
にに
感感
激激

ぶ
さ
っ
て
く
る
よ
う
な
樹
木
の
中
の

道
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
坂
道
を
上
る

と
、
オ
ラ
イ
リ
ー
ズ
レ
イ
ン
フ
ォ
レ

ス
ト
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ
到
着
し
ま
し

た
。さ

っ
そ
く
ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
へ
と
出
発
。
珍
し
い
樹
木
や
動
植

物
を
見
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
前
で
は
色
と
り
ど
り
の
鳥

た
ち
が
餌
を
求
め
て
子
ど
も
た
ち
の

手
や
頭
へ
と
舞
い
降
り
て
き
ま
し

た
。
は
じ
め
て
の
体
験
に
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

夕
食
後
は
、
ツ
チ
ボ
タ
ル
ツ
ア
ー

に
出
発
、
途
中
、
ポ
ッ
サ
ム
や
パ
デ

ィ
メ
ロ
ン
に
遭
遇
し
感
激
、
真
っ
暗

な
中
、
川
辺
で
淡
く
光
る
ツ
チ
ボ
タ

ル
を
見
て
大
感
激
！
日
本
と
比
較
に

な
ら
な
い
く
ら
い
壮
大
な
自
然
を
体

感
し
た
2
日
間
で
し
た
。

楽楽
しし
かか
っっ
たた
シシ
ーー
ワワ
ーー
ルル
ドド

ブ
リ
ス
ベ
ン
か
ら
車
で
約
40
分
で

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
へ
到
着
し
ま
し

た
。
観
光
と
お
買
い
物
の
日
で
す
。

シ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
珍
し
い
海
洋

動
物
を
見
学
し
た
り
、
ド
ル
フ
ィ

ン
・
コ
ー
プ
・
シ
ョ
ー
、
水
上
ス
キ

ー
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

車
で
約
10
分
の
と
こ
ろ
に
、
大
き

な
海
岸
サ
ー
フ

ァ
ー
ズ
パ
ラ
ダ

イ
ス
が
あ
り
ま

す
。
澄
み
切
っ

た
青
い
空
と

海
、
白
い
砂
浜

を
見
て
子
ど
も

た
ち
は
大
は
し

ゃ
ぎ
で
し
た
。

おお
別別
れれ
　　
そそ
しし
てて
・・
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
の

日
、
目
を
真
っ
赤
に
し
て
涙
で
お
別

れ
し
た
人
、笑
顔
で
お
別
れ
し
た
人
、

「
ま
た
来
る
ね
」
と
約
束
し
た
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
終
日
、
午
前
5
時
45
分
に
ホ
テ

ル
を
出
発
。
ブ
リ
ス
ベ
ン
国
際
空
港

を
飛
び
立
ち
、
関
西
国
際
空
港
へ
。

伊
賀
市
到
着
は
午
後
11
時
で
し
た
。

研
修
生
は
初
め
て
体
験
す
る
外
国

で
の
生
活
、
言
葉
が
う
ま
く
通
じ
な

い
、
気
持
ち
が
伝
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ら
な
い
な
ど
苦

労
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
も
、
自
ら
決
断
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
行
っ
た
こ
と
で
、
と
て
も
素

晴
し
い
体
験
を
し
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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5日（水）
午前10時～　1時間程度　　　
ふるさと会館いが小ホール　

■一般書
小説『さよならバースディ』荻原　浩／著
恋人はなぜ死んだのか？目撃者はヒトと会話ができるピグミーチンパンジー、バースディだけ…。霊長類

研究センターを舞台に、研究者たちとその研究対象であるバースディを巡るミステリー。『明日の記憶』で山
本周五郎賞を受賞した著者の、受賞後第一作です。

紀行『ひとりぼっちの世界一周航海記』堀江　謙一／著
『太平洋ひとりぼっち』で名を馳せ、以来数々の航海を成し遂げてきた海洋冒険家の著者。65歳になった
今、ヨットによる単独無寄港世界一周という新たな冒険に挑みます。

■児童書
えほん『モリゾーとキッコロ』高橋　良輔／作
モリゾーとキッコロは、森の精霊。春がやってきて、しずかだった森がだんだんにぎやかになってきまし

た…。付録に、モリゾーとキッコロが歌う「寿限無でダンス」ＣＤがついています。（ＣＤも貸出ができます）

よみもの『友だちいないと不安だ症候群につける薬』斎藤　孝／著
友だちとうまくつきあっていくのには、どうしたらいいのかな？そんな疑問に、斎藤先生が答えてくれま

す。友だち関係で悩んだことのある、すべての人に送るメッセージです。

阿山公民館図書室の図書貸し出しを再開します（11/1～）

新着図書紹介新着図書紹介（（上野図書館上野図書館））

10月の絵本の時間

☆絵本の読み聞かせ、紙芝居や　
手遊びなどをします。

貸し出しには図書利用カードが必要です。
・上野図書館、大山田公民館図書室のカードも利用できます。
・阿山公民館図書室、上野図書館、大山田公民館図書室で発行しています。
※手続きには身分証明書（保険証・運転免許証など）が必要です。

10月のおはなしの会
8日（土） 小さい子むき　　
22日（土） 大きい子むき　
午後2時～　30分程度　　　
上野図書館　2階視聴覚室　
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上野図書館が所蔵する北村季吟著作図書展を開催します。季吟は江戸時代に俳
人、歌人、国学者として活躍し、松尾芭蕉ら数々の俳人を育てた人です。
【展示場所】上野図書館2階展示コーナー展示図書　　
【展示図書】「源氏物語湖月抄」「百人一首拾穂抄」「徒然草文段抄」など88冊
【休館日】毎週月曜日、図書整理日（月末）、特別図書整理期間（10/24～11/1）

「北村季吟」著作図書展（10/1～12/25）

上野図書館休館（特別図書整理期間）のお知らせ
【休館期間】 10月24日（月）～11月1日（火）
【図書の返却】 駐輪場側の返却用ブックポストへ返却をお願いします。



今月の納税今月の納税
市県民税（3期）

国民健康保険税（5期）

納期限
10月31日（月）

お知らせお知らせ
INFORMATIONINFORMATION

伊賀市役所
Iga City Office
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10
月
３
日
は
「
被
害
者
支
援
の

日
」
で
す
。

予
想
も
し
な
い
犯
罪
や
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
た
方
や
、
そ
の
家
族

の
皆
さ
ん
は
、
身
体
的
な
痛
み
だ

け
で
な
く
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
た
り
、
経
済
的
に
も
つ
ら
い
思

い
を
し
ま
す
。

決
し
て
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
少

し
で
も
早
く
相
談
し
て
、
被
害
を

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

犯罪被害者

相談窓口について

警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
者
の
方

が
安
心
し
て
相
談
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
次
の
相
談
窓
口
を
設
け

て
い
ま
す
。

¡

性
犯
罪
被
害
相
談

1
０
１
２
０
・
７
２
８
・
７
４
０

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
被
害
相

談
等

¡

女
性
相
談
所

1
０
５
９
・
２
３
１
・
５
６
０
０

¡

警
察
本
部
総
合
相
談
電
話

1
０
５
９
・
２
２
４
・
０
１
１
０

右
の
３
カ
所
の
受
付
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
女
性
相

談
所
は
、
午
後
４
時
ま
で
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
警
察
署
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

伊
賀
警
察
署
　
1
21
・
０
１
１
０

名
張
警
察
署
　
1
62
・
０
１
１
０

地域安全コーナー 地域安全コーナー 地域安全コーナー 

伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合
が
、

伊
賀
市
奥
鹿
野
地
内
を
事
業
計
画

地
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
新
清

掃
工
場
建
設
に
係
る
生
活
環
境
影

響
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
方
は
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
場
所
】

青
山
支
所
１
階
　

生
活
環
境
課

公共交通機関は地域の皆様
の重要な交通手段です。
運行確保や利便性を向上さ

せるためには、公共交通機関
を積極的に利用し、さらに利
用率を向上させていくことが
重要です。
また、そのことが省エネル

ギーや地球にやさしいライフ
スタイルの実践にもつながり
ます。
皆様の積極的なご利用をお

願いいたします。
【問い合わせ】
本庁企画調整課122-9621

ＪＪＲ関西本Ｒ関西本線・線・近鉄伊賀線など近鉄伊賀線など
公共交通機関公共交通機関をご利用くださをご利用くださいい

みんなが職人になれる体験の１日！
ものづくりフェアものづくりフェア20052005

【と　き】
10月8日（土）・9日（日）
午前9時30分～午後5時

【ところ】ゆめドームうえの
【内　容】
・体験（木工作品づくり他）
・まぐろの解体実演
・展示即売、物産即売
・住宅相談コーナー等
【問い合わせ】三重県技能士会

1059-222-3145

新
清
掃
工
場
建
設
に
係
る

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果

の
縦
覧
を
行
い
ま
す

伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

伊
賀
市
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
等
推
進
委
員
会
で
は
、
各
地
区

の
ゴ
ミ
集
積
場
で
排
出
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

例
え
ば
、「
燃
や
す
ご
み
の
中

に
金
属
類
や
不
燃
物
等
が
混
じ
っ

て
い
な
い
か
」「
資
源
化
物
の
分

別
方
法
は
正
し
い
か
」
な
ど
の
調

査
や
排
出
方
法
指
導
等
を
実
施

し
、
今
後
の
行
政
施
策
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
期
間
、

各
地
の
ご
み
集
積
場
で
、
緑
色
の

腕
章
を
付
け
た
委
員
が
調
査
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た

め
、
ご
み
の
徹
底
分
別
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
・
時
間
】

10
月
〜
12
月
の
ご
み
排
出
時
間

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
政
策
課

1
22
・
９
６
３
７

各
地
の
ご
み
集
積
場
で

排
出
状
況
の
調
査
を
実
施

本
庁
環
境
政
策
課

本
庁
南
庁
舎
１
階
　
　

環
境
政
策
課

【
縦
覧
期
間
】

10
月
３
日
b
〜
11
月
２
日
d

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
縦
覧
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city
.ig
a.lg
.jp
/

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
意
見
書
の
提
出
期
間
】

10
月
３
日
b
〜
11
月
16
日
d

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

清
掃
工
場
建
設
室
　

1
63
・
７
１
２
４

本
庁
事
業
調
整
課

新
清
掃
工
場
建
設
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
結
果
の
意
見
は
、

都
市
計
画
案
の
参
考
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
事
業
調
整
課
都
市
計
画
係

1
22
・
９
８
２
５

参加
無料
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会

福
祉
法
人
な
ど
の
非
営

利
法
人
が
行
う
福
祉
有

償
運
送
は
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
道
路
運
送
法

の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

福
祉
有
償
運
送
と

は
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
で
公
共
交
通
機
関

に
よ
る
移
動
の
困
難
な
人
が
、
通

院
・
施
設
通
所
な
ど
を
目
的
に
利

用
す
る
有
料
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

い
い
ま
す
。

こ
の
許
可
申
請
は
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
伊
賀
市
と
名

張
市
の
２
市
で
合
同
設
置
す
る
伊

賀
地
区
福
祉
有
償
運
送
等
運
営
協

議
会
で
そ
の
必
要
性
や
安
全
性
な

ど
の
協
議
を
経
た
後
に
、
三
重
運

輸
支
局
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
許
可
を
希
望
さ
れ
る
非
営
利

法
人
は
、
所
在
地
の
市
担
当
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
許
可
手
続

き
に
は
協
議
後
１
カ
月
程
度
の
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

運
営
協
議
会
は
、
10
月
以
降
年

内
に
数
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
福
祉
有
償
運

送
を
行
う
に
は
、
法
人
格
の
取
得

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
道
路
運
送
法
第
80
条
第
１
項

自
家
用
自
動
車
は
、
有
償
で
運
送

の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
の
た
め
緊
急
を
要
す
る
と

き
、
又
は
公
共
の
福
祉
を
確
保
す
る

た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
っ
て

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
介
護
保
険
課

1
26
・
３
９
３
９

本
庁
福
祉
政
策
課

1
22
・
９
６
５
７

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次

の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

【
対
象
施
設
】

①
伊
賀
市
共
同
浴
場
（
し
ろ
な
み
湯
）

②
島
ヶ
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
る
び
の

④
伊
賀
上
野
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

栄
楽
館

⑤
偲
翁
舎

⑥
上
野
歴
史
民
俗
資
料
館

史
跡
旧
崇
廣
堂

福祉有償運送福祉有償運送についてについて平成17年度コミュニティ助成事業
財団法人自治総合センターで

は、宝くじの普及広報事業として、
住民が行うコミュニティ活動を推
進するため、コミュニティ助成事
業を実施しています。
その助成事業を受けて、青山太

鼓保存会が平胴太鼓とかつぎ桶を
購入しました。
太鼓の充実により、演奏活動や

子ども太鼓の育成など、幅広い地
域活動をすすめていきます。

【問い合わせ】
青山支所地域振興室152-3224

伊
賀
市
子
ど
も
健
全
育
成
施
策

検
討
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
制
定

さ
れ
た
『
伊
賀
市
子
ど
も
健
全
育

成
条
例
』
に
基
づ
い
た
、
子
育
て

や
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
指
針
と

す
る
「
憲
章
の
策
定
」
と
、
子
ど

も
の
育
成
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
の
「
行
動
計
画
の
策
定
」
に
つ

い
て
、
６
カ
月
に
わ
た
っ
て
協
議

し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
協
議
し
て
き
た
内
容

お
よ
び
憲
章（
案
）並
び
に
行
動
計

画（
案
）な
ど
を
、
市
内
６
カ
所
で

提
案
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広

く
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
と
　
き
・
と
こ
ろ
】

▼
10
月
14
日
f

伊
賀
市
中
央
公
民
館

２
階
ホ
ー
ル

▼
10
月
19
日
d

あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

会
議
・
工
作
室

▼
10
月
20
日
e

西
柘
植
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
10
月
26
日
d

大
山
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

２
階
ホ
ー
ル

子
ど
も
健
全
育
成
条
例
に

お
け
る
憲
章
・
行
動
計
画

策
定
に
伴
う
意
見
交
換
会

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

▼
10
月
28
日
f

青
山
公
民
館
　
２
階
中
ホ
ー
ル

▼
10
月
31
日
b

島
ヶ
原
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

で
す
。
ど
の
会
場
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
10
月
14

日
か
ら
31
日
ま
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city
.ig
a.lg
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

1
22
・
９
６
７
９

10
月
24
日
b
・
25
日
c
の
ご
み

収
集
は
、
上
野
天
神
秋
祭
に
伴
う

交
通
規
制
の
た
め
、
早
朝
に
行
い

ま
す
。
該
当
す
る
日
の
収
集
地
区

の
皆
さ
ん
は
、
当
日
、
午
前
６
時

30
分
ま
で
に
集
積
場
へ
ご
み
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
露
店
が
前
に
並
ぶ
集
積

場
は
、
収
集
車
か
ら
見
や
す
い
場

所
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

上
野
清
掃
事
業
所

1
20
・
９
１
７
０

上
野
天
神
秋
祭
に
伴
い

上
野
支
所
管
内
の

ご
み
収
集
時
間
を
変
更

上
野
清
掃
事
業
所

名
勝
及
び
史
跡
城
之
越
遺
跡

旧
小
田
小
学
校
本
館

⑦
市
内
体
育
施
設

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

⑧
岩
倉
峡
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

⑨
伊
賀
市
自
転
車
等
駐
車
場

【
募
集
お
よ
び
指
定
管
理
者
制
度

の
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課
1
22
・
９
６
０
１

E
-m
ail:soum

u@
city.iga.lg.jp

最
新
の
情
報
は
、
本
庁
総
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city
.ig
a.lg
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
設
の
指
定
管
理
者
を

公
募
し
ま
す

本
庁
総
務
課
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あ
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階

保
健
指
導
室
ほ
か

【
内
　
容
】

個
人
の
体
力
に
応
じ
た
個
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方

※
昨
年
度
受
講
さ
れ
た
方
は
除
き

ま
す
。

①
体
力
に
自
信
の
な
い
方

②
肩
こ
り
、
腰
痛
、
ひ
ざ
の
痛
み

な
ど
を
少
し
感
じ
ら
れ
る
方

③
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
つ
ま
ず

く
こ
と
の
あ
る
方

※
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

基
本
健
康
診
査
（
９
月
１
日
〜
11

月
30
日
）
と
運
動
負
荷
試
験
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
一
部
費

用
負
担
が
あ
り
ま
す
。）

【
募
集
人
数
】
30
人

【
参
加
費
】

月
１
０
０
０
円
お
よ
び

保
険
料
（
３
０
０
円
程
度
）

【
申
込
締
切
日
】
10
月
21
日
f

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
教
室
の

詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

上
野
支
所
健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係
　

1
22
・
９
６
５
３

【
と
　
き
】

①
10
月
30
日
a

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

②
11
月
27
日
a

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

③
12
月
11
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

④
１
月
15
日
a

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】

大
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

「
高
か
っ
た
血
圧
が
下
が
っ
た
」

「
曲
が
っ
て
い
た
腰
が
ま
っ
す
ぐ

に
な
っ
て
き
た
」「
立
ち
な
が
ら

く
つ
下
が
は
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
、
昨
年
の
元
気

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
の
参
加
者
か

ら
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
こ
の
教
室
に
参
加
し

て
、
元
気
に
な
っ
て
若
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
と
　
き
】

11
月
７
日
〜
翌
年
３
月
27
日

毎
週
月
曜
日
お
よ
び
木
曜
日

午
後
の
１
時
間
30
分
程
度

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タin

青
山

青
山
支
所
産
業
振
興
課

【
と
　
き
】

10
月
30
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】

青
山
北
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
内
　
容
】

農
産
物
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種

団
体
展
示
・
販
売
等
を
開
催
し
ま

す
。皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

青
山
支
所
産
業
振
興
課

1
52
・
３
２
２
０

伊
賀
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
総

合
的
な
防
災
訓
練
を
、
民
間
を
含

む
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し

ま
す
。

訓
練
は
、
伊
賀
市
内
で
内
陸
直

下
型
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定

し
て
、
各
種
の
災

害
応
急
対
策
訓
練

を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
見
学
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

10
月
16
日
a

午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】

大
山
田
せ
せ
ら
ぎ
運
動
公
園

【
訓
練
内
容
】

住
民
の
避
難
お
よ
び
初
期
消
火

訓
練
、
救
出
・
救
護
訓
練
、
防
災

関
係
機
関
お
よ
び
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
企
業
の

災
害
復
旧
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
等
に

よ
る
情
報
収
集
訓
練
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課（
危
機
管
理
担
当
）

1
22
・
９
６
４
０

消
防
本
部
消
防
課

1
24
・
９
１
０
２

伊
賀
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

本
庁
総
務
課
・
消
防
本
部

ス
ト
レ
ス
教
室参

加
者
募
集

大
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー

元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室

（
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

参
加
者
募
集

上
野
支
所
健
康
福
祉
課

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
と

言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
生
活
習
慣
を

な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
　
き
】

11
月
４
日
〜
翌
年
１
月
27
日

毎
週
金
曜
日
（
全
12
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

（
11
月
18
日
、
1
月
20
日
は
午
前

10
時
〜
）

【
と
こ
ろ
】
青
山
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
　
容
】

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
運

動
指
導
（
水
中
歩
行
・
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
有
酸
素
運
動
な
ど
）、
栄

養
士
の
話
、
調
理
実
習

【
対
　
象
】

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
と

言
わ
れ
た
方

【
定
　
員
】
20
人
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】

¡

運
動
施
設
使
用
料

65
歳
未
満
の
方
　
５
０
０
円

65
歳
以
上
の
方
　
３
０
０
円

¡

調
理
材
料
費
（
調
理
実
習
時
）

５
０
０
円
程
度

【
申
込
締
切
】
10
月
31
日
b

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー

1
52
・
２
２
８
０

高
脂
血
症
予
防
教
室

参
加
者
募
集

青
山
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
　
容
】

講
話
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
・

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
技
法
な
ど

【
対
　
象
】

65
歳
以
下
で
、
原
則
４
回
と
も

参
加
で
き
る
方

【
定
　
員
】
20
人
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】

５
０
０
円
程
度（
調
理
材
料
費
）

【
申
し
込
み
】
10
月
３
日
b
〜

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

大
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

1
47
・
０
７
３
７
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子どもたち作品展

【
と
　
き
】

10
月
22
日
g

午
後
１
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
市
文
化
会
館
　

さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】

第
１
部

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
の
つ
ど
い

「
防
火
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

第
２
部

防
災
講
演

海
原
し
お
り
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
地
域
と
家
庭
の

防
災
ま
ち
づ
く
り
」

【
入
場
料
】
無
料
　

人権文化が構築された社会をめざして
～差別・偏見を乗り越えるために～

「差別のない明るい市民社会」をめざして、
さまざまな活動を続けている上野同和教育研
究協議会では、各分野でご活躍をいただいて
いる方々を講師に迎え、本年度も上記テーマ
で「連続講座」を開催します。
第1回　
日時　10月29日（土）午後7時30分～
演題　自らの人権意識を高めるために

～身近な問題から考える～
講師　三重県立あけぼの学園高等学校

教頭　佐々山秀男さん
第2回
日時　11月19日（土）午後7時30分～
演題　伊賀に住む様々な外国の人にきいて

みよう！
講師　上野地区在住の外国人4人と

伊賀の伝丸代表　和田京子さん
第3回
日時　1月14日（土）午後7時30分～
演題　今後の人権・同和行政の展望と課題
講師　伊賀支所人権政策課

人権同和室長　大橋久和さん
＊開催場所はすべて「ゆめぽりすセンター
2階大会議室」です。
＊参加は自由です。市民の皆さんの参加を
お待ちしています。

【問い合わせ】
上野同和教育研究協議会事務局

126-7677

離
乳
食
の
進
み
具
合
は
い
か
が

で
す
か
？
好
き
嫌
い
が
出
て
き
た

り
、
自
分
の
手
で
食
べ
た
り
、
楽

し
く
食
事
が
で
き
た
り
と
目
覚
ま

し
い
成
長
が
み
ら
れ
る
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
か
ら
の
食
事
、
お
や

つ
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
と
　
き
】
11
月
２
日
d

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
内
　
容
】
講
話
「
離
乳
食
後
期

か
ら
完
了
期
を
中
心
に
」、
離
乳

食
の
調
理
と
試
食
、
栄
養
相
談

【
定
　
員
】
20
人
（
先
着
順
）

【
費
　
用
】
無
料

【
持
ち
物
】
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

【
申
し
込
み
】
10
月
11
日
c
〜

い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
45
・
１
０
１
５

※
託
児
あ
り
。（
先
着
７
人
ま
で
）

【
定
　
員
】
１
２
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
入
場
で
き
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

消
防
本
部
予
防
課

1
24
・
９
１
０
５

離
乳
食
実
習
（
後
期
）

参
加
者
募
集

い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

2005年度上野同和教育研究協議会　連続講座

あそびがいっぱい　子どもの世界
～自然は宝もの～

伊賀市社会事業協会14保育園（所）の主
催で第20回の子どもたち作品展を開催し
ます。創造力豊かな子どもたちの絵画の展

示や、子どもも大人も好奇
心がそそられるあそびの広
場がいっぱいです。
また、劇団飛行船による

「赤ずきん」の公演や、子育
て支援として育児相談コー
ナー、食育コーナー、保健
コーナーなどがあります。

【と　き】

11月5日（土）午前9時30分～午後4時
【ところ】
ゆめドームうえの第１競技場

【問い合わせ】
伊賀市社会事業協会 121-5545

伊
賀
市
防
火
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

消
防
本
部
予
防
課

乳
児
教
室
”ぴ
か
ぴ
か
”

参
加
者
募
集

阿
山
支
所
健
康
福
祉
課

【
と
　
き
・
内
　
容
】

①
10
月
26
日
d

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

事
故
予
防
と

も
し
も
の
と
き
の
救
急
法

（
ス
タ
ッ
フ：
消
防
署
員
、
保
健

師
）

②
11
月
16
日
d

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
交
流
会

（
ス
タ
ッ
フ：

３
Ｂ
体
操
講
師
、

保
健
師
）

【
と
こ
ろ
】

阿
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】

お
お
む
ね
生
後
３
カ
月
〜
７
カ

月
の
乳
児
と
保
護
者
（
２
回
と
も

参
加
で
き
る
方
）

【
定
　
員
】
20
組
（
先
着
順
）

【
持
ち
物
】

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
で
き
る
物

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
10
月
７
日
f
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

阿
山
支
所
健
康
福
祉
課

1
43
・
９
７
１
１

【
と
　
き
】

10
月
23
日
a
〜
26
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
文
化
国
際
課

1
22
・
９
６
２
４

伊
賀
市
民
美
術
展
覧
会

（
市
展
「
い
が
」）
を
開
催

本
庁
文
化
国
際
課



（
受
付
　
午
前
９
時
15
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】

伊
賀
上
野
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

（
三
田
）

【
対
象
者
】
30
歳
未
満
の
求
職
中

の
方
で
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
。

¡

フ
リ
ー
タ
ー
等
で
安
定
し
た
就

職
を
目
指
す
方
。

¡

自
分
自
身
の
仕
事
を
積
極
的
に

探
そ
う
と
し
て
い
る
方
。

¡

学
校
を
卒
業
し
て
一
度
も
働
い

た
こ
と
の
な
い
方
。

【
定
　
員
】
20
人

【
受
講
料
】
無
料

【
募
集
期
間
】
10
月
25
日
c
ま
で

【
申
込
方
法
】
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便
、

E
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

1
０
１
２
０
・
８
９
０
・
９
８
０

（
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

講
座
概
要
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http:/

w
w
w
.exa-sol.co.jp/shukatsu/)

携
帯
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http:/

w
w
w
.exa-sol.co.jp/shukatsu/m

/)

6
０
５
９
・
２
４
６
・
８
８
１
３

E
-m
ail:shukatsu@

exa-sol.co.jp

〒
５
１
４
・
０
０
０
９
　

津
市
羽
所
町
３
４
５
第
一
ビ
ル
4F

1
エ
ク
サ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
内

三
重
県
『
就
活
応
援
隊
』
事
務
局
　

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
「
お
し
ご
と
広
場
み
え
」

1
０
５
９
・
２
２
２
・
３
３
０
９

2020
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上
野
の
市
街
地
に
あ
る
明
治
・

大
正
・
昭
和
初
期
の
近
代
の
建
造

物
を
見
学
し
、
伊
賀
市
の
歴
史
や

文
化
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
　
き
】
11
月
13
日
a

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

近
鉄
上
野
市
駅
前
集
合
・
解
散

小
雨
決
行（
荒
天
の
場
合
中
止
）

【
内
　
容
】

講
師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
約

４
㎞
を
歩
い
て
見
学
し
ま
す
。

近
代
化
遺
産
探
訪
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

教
育
委
員
会
文
化
財
室

第
55
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

本
庁
厚
生
保
護
課

７
月
か
ら
各
自
治
会
で
、
お
取

り
組
み
い
た
だ
い
た「
愛
の
資
金
」

募
金
活
動
に
よ
っ
て
、
２
７
３
万

８
１
８
３
円
（
９
月
９
日
現
在
）

が
事
務
局
（
本
庁
厚
生
保
護
課
お

よ
び
各
支
所
健
康
福
祉
課
）
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
青
少
年
の
犯
罪
が
多
発
し
て

い
る
社
会
の
中
で
、
犯
罪
予
防
活

動
と
罪
を
犯
し
た
少
年
た
ち
へ
の

更
生
保
護
活
動
を
繰
り
広
げ
、
大

人
と
子
ど
も
が
地
域
で
ふ
れ
あ
い

と
対
話
を
通
じ
明
る
い
社
会
を
築

い
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
、
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
、
中
学
生
対
象
の

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
協
賛
事

業
、
地
域
で
の
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
映
画
の
上
映
や
懇
談
会
、

街
頭
啓
発
な
ど
の
経
費
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

伊
賀
市
実
施
委
員
会
事
務
局

本
庁
厚
生
保
護
課

1
22
・
９
６
５
０

【
内
　
容
】

自
己
理
解
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

面
接
対
策
等
を
グ
ル
ー
プ
形
式
で

学
習
し
ま
す
。（
講
義
と
実
習
）

【
と
　
き
】
10
月
26
日
d

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

「
が
ん
ば
れ
！

ワ
カ
モ
ノ
！
就
活
応
援
隊
」

受
講
生
募
集

本
庁
商
工
観
光
政
策
課

ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
と
い
う
指

示
書
に
沿
っ
て
自
然
の
中
を
探
索

し
、
ポ
イ
ン
ト
で
出
さ
れ
た
問
題

の
採
点
結
果
で
順
位
を
決
定
す
る

ゲ
ー
ム
で
す
。

【
と
　
き
】

10
月
29
日
g

※
小
雨
決
行
　

午
前
10
時
〜

（
受
付
　
午
前
９
時
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
30
日
a

【
集
合
場
所
】

伊
賀
の
国
大
山
田
温
泉

「
さ
る
び
の
」

【
コ
ー
ス
】
大
山
田
温
泉
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
（
約
５
d
）

【
定
　
員
】
50
組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
通
知
し
ま
す
。

【
参
加
費
】
※
傷
害
保
険
料
含
　
　

大
人
１
０
０
０
円

小
人
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
）

【
申
込
期
間
】

10
月
１
日
g
〜
14
日
f

【
申
込
方
法
】

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
参
加

者
全
員
の
住
所
、
年
齢
、
連
絡
先

を
記
入
。）
※
１
チ
ー
ム
は
４
人

〜
６
人
と
し
ま
す
。
チ
ー
ム
名
と

第
６
回
ネ
イ
チ
ャ
ー

エ
ク
ス
プ
ロ
ア
リ
ン
グ

in
さ
る
び
の
参
加
者
募
集

大
山
田
支
所
地
域
振
興
課

キ
ャ
プ
テ
ン
が
必
要
で
す
。ま
た
、

小
学
生
以
下
の
チ
ー
ム
は
、
必
ず

保
護
者
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

※
昼
食
・
雨
具
等
は
各
自
持
参
。

※
上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
は
賞
状
と

副
賞
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

（
温
泉
入
浴
券
）
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

大
山
田
温
泉
福
祉
公
社

1
48
・
０
２
６
８

6
48
・
９
８
１
１

E
-m
ail：
info@

sarubino.com
大
山
田
支
所
地
域
振
興
課

1
47
・
１
１
５
６
　

6
46
・
１
６
４
７
　

E
-m
ail:ochishin@

city.iga.lg.jp

【
見
学
地
】

近
鉄
上
野
市
駅
〜
上
野
文
化
セ

ン
タ
ー
（
※
１
）
〜
寺
村
家
住
宅

（
※
１
）
〜
旧
小
田
小
学
校
本
館

（
※
２
）
〜
近
鉄
伊
賀
線
小
田
カ

ル
バ
ー
ト（
石
造
り
の
ト
ン
ネ
ル
）

※
１

国
登
録
有
形
文
化
財

※
２

県
指
定
有
形
文
化
財

【
定
　
員
】
30
人
（
先
着
順
）

【
講
　
師
】

伊
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

滝
井
利
彰
さ
ん

【
参
加
費
】

旧
小
田
小
学
校
本
館
参
観
料

（
大
人
１
０
０
円
、
学
生
50
円
、

児
童
生
徒
30
円
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

10
月
31
日
b
ま
で
に
電
話
で
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財

室
（
1
22
・
９
６
８
１
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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視
覚
ま
た
は
上
肢
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
す
る
際
に
必
要
と
な
る
画
面
音

声
化
ソ
フ
ト
や
大
型
キ
ー
ボ
ー
ド

な
ど
の
入
力
サ
ポ
ー
ト
機
器
の
購

入
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

10
月
３
日
b
〜
12
月
15
日
e

【
助
成
予
定
者
数
】

50
人

※
県
の
審
査
委
員
会
で
審
査
し
決

定
し
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

情
報
機
器
を
操
作
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
周
辺
機
器
等

【
助
成
額
】

周
辺
機
器
等
の

購
入
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
２
以

内
の
額（
10
万
円
を
限
度
と
す
る
）

【
対
象
者
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
三
重
県
内
に
居
住
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
視
覚
障
害

１
級
も
し
く
は
２
級
ま
た
は
上

肢
機
能
障
害
１
級
も
し
く
は
２

級
の
記
載
の
あ
る
方

・
入
力
サ
ポ
ー
ト
機
器
な
ど
を
使

用
し
な
け
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
が
困
難
な
方

・
過
去
に
本
事
業
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
方

・
前
年
の
所
得
税
課
税
所
得
金
額

が
、
特
別
障
害
者
手
当
の
所
得

制
限
を
越
え
な
い
方

【
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
申
請
書
（
本
庁
福
祉
政
策
課
、

各
支
所
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

・
見
積
書
、
周
辺
機
器
等
の
機
能

が
記
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
前
年
の
所
得
税
課
税
所
得
金
額

が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証

明
書
等
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
政
策
課

高
齢
障
害
福
祉
政
策
係

1
22
・
９
６
５
７

上
野
支
所
　

健
康
福
祉
課
高
齢
障
害
福
祉
係

1
22
・
９
６
５
６

伊
賀
支
所
　

い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
齢
障
害
福
祉
係

1
45
・
１
０
１
６

島
ヶ
原
支
所
　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
59
・
２
１
６
３

阿
山
支
所
　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
43
・
９
７
１
１

大
山
田
支
所
　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
47
・
１
１
５
１

青
山
支
所
　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
52
・
３
２
２
８

デイケアや作業所での行事を通じてここ
ろの病気をもっている方々と交流する精神
保健ボランティアに参加してみませんか？　
【と　き】
（講義）11月7日（月）、22日（火）

12月20日（火）
（体験実習および見学）12月6日（火）
※人数により日程を変更する場合があります。
【ところ】県伊賀庁舎１階　衛生教育室
ただし、体験実習および見学は各作業所

で行います。
【内　容】
｢ボランティア活動について｣ ｢こころの
病気について｣ ｢こころの病気への接し方
と対応について｣等の講義、作業所等の見学
実習
【募集人数】20人程度
【申込み方法】
郵便番号・住所・氏名・生年月日・｢受講
の動機｣｢どんな方面でボランティアにかか
わりたいか｣等を簡潔に記入し、郵送してく
ださい。※前回受講された方は除きます。
【申込期限】10月31日（月）必着

※申込み多数の場合は抽選
【申し込み・問い合わせ】
〒518-8533
伊賀市四十九町2802
伊賀県民局保健福祉部　保健衛生室
健康増進グループ宛（124-8076）

精神保健福祉ボランティア教室受講生募集

視覚障害者の福祉に理解と熱意のある人
に、声の図書（録音テープに朗読吹き込み）
製作の指導を行うことにより、朗読奉仕員
を育成し、視覚障害者の福祉の増進を図る
ことを目的に三重県点字図書館の主催で実
施します。
【と　き】
11月18日（金）、21日（月）、25日（金）、

28日（月）、30日（水）
※いずれも午前10時～正午

【ところ】三重県人権センター
（津市一身田大古曽693-1）

【対象者】
県内に居住する18歳以上60歳未満の方

で、5日間の講習会に参加できる方。
【募集人数】50人　
【受講料】500円（テキスト代）
【申込期限】10月21日（金）
【申し込み・問い合わせ】
本庁福祉政策課　高齢障害福祉政策係

122-9657

平成17年度朗読奉仕員養成講習会（初級）
三
重
県
障
害
者

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

支
援
事
業
募
集

本
庁
福
祉
政
策
課

「
無
事
故
で
長
寿
・

し
あ
わ
せ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

参
加
者
募
集

本
庁
市
民
生
活
課

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
た

め
、
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
を
対

象
と
し
た
交
通
安
全
ポ
イ
ン
ト
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、無
事
故
の
場
合
50
点
、

交
通
安
全
教
室
へ
参
加
し
た
場
合

30
点
、
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
等
へ

参
加
し
た
場
合
20
点
、
外
出
時
に

反
射
材
を
身
に
つ
け
た
場
合
10
点

と
し
て
、
点
数
合
計
１
０
０
点
以

上
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
１
０

０
点
以
上
を
達
成
し
た
方
に
抽
選

で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
各

支
所
生
活
環
境
課
・
警
察
署
等
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

12
月
23
日
f
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
生
活
部
交
通
安
全
室

1
０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
１
０

6
０
５
９
・
２
２
８
・
４
９
０
７

本
紙
９
月
号
で
募
集
し
ま
し
た
10
月
９
日
開
催
の
「
忍
に
ん
体
操
講
習
会
」
の
会
場
を
都
合
に
よ
り
「
ゆ
め
ド
ー
ム
う
え
の
第
２
競
技
場
」
か
ら
「
上
野
運
動
公
園

体
育
館
」
に
変
更
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
本
庁
健
康
保
険
政
策
課
健
康
推
進
係
1
22
・
９
６
５
２

忍
に
ん
体
操
講
習
会
の

会
場
を
変
更
し
ま
す



検診・相談名

乳幼児検診

乳幼児発達検診
股関節脱臼検診

1歳6カ月健診

3歳児健診
（3歳6カ月）

乳幼児相談

離乳食実習

離乳食教室

対　象　・　内　容　
生後４カ月、10カ月、１歳、１歳６カ月、２歳児。
※生後4カ月、10カ月児は、なるべく受診してください。

生後４カ月、10カ月、１歳６カ月児。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

対象児には通知します。
※無料。母子手帳をご持参ください。

身体計測・育児相談・栄養相談
※無料。母子手帳をご持参ください。

離乳食の話・離乳食の調理。（後期）
※無料。 詳しくは19ページ参照。（申し込み制）
離乳食の話と試食。
11月は後期・完了期 ※無料。

と　こ　ろ
市立上野総合市

民病院小児科

市立上野総合市

民病院整形外科

伊賀医師会館

青山保健

センター

島ヶ原老人福祉

センター

伊賀医師会館

大山田保健

センター

島ヶ原老人福祉

センター

大山田保健

センター

青山保健

センター

上野ふれあい

プラザ2階

阿山保健福祉

センター

いがまち保健

福祉センター

上野ふれあい

プラザ2階

と　　き
10月18日（火）、25日（火）、11月1日（火）、
8日（火）、15日（火）午後1時30分～2時
10月18日（火）、11月1日（火）
午後1時～2時
10月18日（火）、11月15日（火）
午後1時30分～2時30分
11月8日（火)
午後1時～1時30分
11月10日（木)
午後2時～2時30分
10月20日（木)
午後1時30分～2時30分
10月27日（木）
午後1時30分～2時30分
11月10日（木）
午後1時30分～2時
10月27日（木）
午前9時30分～11時30分
11月1日（火）
午前10時～11時30分
11月8日（火）、10日（木）
午前9時30分～10時50分
11月9日（水）
午前10時～11時30分
11月2日（水）
午後1時30分～3時30分
11月10日（木）
午前11時10分～11時40分

赤ちゃんの検診と相談（10/16～11/15）

2222
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医療機関名
岡波総合病院
上野総合市民病院
岡波総合病院
岡波総合病院
岡波総合病院
上野総合市民病院

月日
10月16日（日）
10月23日（日）
10月30日（日）
11月 3日（木）
11月 6日（日）
11月13日（日）

電話番号
21-3135
24-1111
21-3135
21-3135
21-3135
24-1111

まず、かかり付け医へ連絡してください。
連絡が取れない場合は、表の医療機関へ連絡してください。

小児科休日診療当番

身体・知的・精神障害者の権利擁護にかかわる相談
会を実施します。内容によっては専門家を交え、対人
関係のトラブル・金銭関係・相続・人権侵害の問題等
について助言します。※相談費用は無料です。
【常設相談】7三重県知的障害者育成会に相談窓口を設置
¡電話相談（年中無休：午前9時～午後8時）
1059－227－0810

¡面接相談（月曜日～金曜日：午前9時～午後5時）
1059－227－0810 ※予約必要

¡ＦＡＸ相談（月曜日～金曜日：午前9時～午後5時）
6059－225－3935 ※祝日・年末年始を除く

¡メール相談（年中無休：午前9時～午後8時）
E-mail : syogaisya110ban＠docomo.ne.jp
※携帯電話からの発信のみ
＊顧問弁護士：森川仁さん、山本伊仁さん、伊藤明紀さん
＊相談時に手話通訳等が必要な方は事前に育成会事務
局までお知らせください。
【巡回相談】弁護士が巡回し専門相談を実施
と　き　10月18日c 午前10時～正午
ところ　名張市役所１階　大会議室
と　き　10月18日c 午後2時～4時
ところ　県伊賀庁舎１階　成人相談室
【問い合わせ】
津市阿漕町津興205番地の2
7三重県知的障害者育成会　1059-225-3930

「障害者110番」事業
市では、アスベストに関する市民の皆さんからの相

談窓口を設置しましたので、ご利用ください。
¡健康に関する相談

122-9652（本庁健康保険政策課）
¡建築・解体に関する相談

122-9832（本庁建築指導審査室）
¡環境に関する相談

122-9637（本庁環境政策課）
¡廃棄物に関する相談

120-9105（伊賀市環境センター）
¡学校施設に関する相談

122-9675（教育委員会教育総務課）
¡市有施設（学校施設を除く）に関する相談

122-9601（本庁総務課）

アスベスト相談窓口設置のご案内



その他各種相談

s10月20日（木）午後1時30分～3時
（阿山保健福祉センター）

s10月21日（金）午前10時～10時40分
（上野ふれあいプラザ）

s10月21日（金）午後1時30分～3時
（青山保健センター）

s11月 2日（水）午後1時30分～3時
（島ヶ原老人福祉センター）

s11月 8日（火）午後1時30分～3時
（いがまち保健福祉センター）

ふくじゅえん在宅
介護支援センター
在宅介護支援セン
ターおかなみ
在宅介護支援セン
ターなしのき
在宅介護支援セン
ター彩四季
在宅介護支援セン
ターいがのしろ
市民病院在宅介護
支援センター
在宅介護支援セン
ターふれあい
いがまち在宅介護
支援センター
島ヶ原在宅介護支
援センター
あやま在宅介護支
援センター
在宅介護支援セン
ターあやま
おおやまだ在宅介
護支援センター鶴寿園
在宅介護支援セン
ターあおやま
在宅介護支援セン
ターゆうあい

福寿園併設
（西山）
老健おかなみ併設
（上野桑町）
第二梨ノ木園併設
（朝屋）
彩四季併設
（市部）
さわやか園併設
（山出）
上野総合市民病院
併設（四十九町）
伊賀市社会福祉協
議会内（上野中町）
いがまち保健福祉
センター内（愛田）
老人福祉センター
清流内（島ヶ原）
ぬくもり園併設
（馬場）
阿山保健福祉セン
ター内（馬場）
鶴寿園併設
（真泥）
森の里併設
（腰山）
青山福祉センター
内（阿保）

24-7158

21-8000

22-0505

26-0011

22-0001

22-1119

21-1112

45-1013

59-3030

43-2300

43-1854

46-1021

54-1331

52-2999

介護・福祉サービス相談
相　談　名

サラ金・クレジ
ット問題相談　　

女性相談

家庭児童相談

ふれあい相談
（教育相談）

交通事故相談

緑（園芸）の相談

心身障害者
職業相談

心身障害者相談
および中途失明
者歩行訓練相談

社会保険事務
相談
こころの健康
相談
人権・心配・悩み
相談

高齢者の職業
相談（シルバー人材センター）

若年者職業相談
（おしごと広場みえ）
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相談名

法律相談
（弁護士）

行政相談
（行政相談

委員）

人権相談
（人権擁護

委員）

心配ごと
相談
（民生委員・

児童委員）

上野

11月10日（木）
午後1時～4時
上野ふれあい

プラザ3階
＊先着20人
＊当日、受付番号札を
用意し、正午から受付
を開始します。

毎週火曜日
（祝日の時、翌日）
午前9時～午後4時
上野ふれあい
プラザ3階相談室

伊賀
11月8日（火）
午後2時～4時
いがまち女性センター　
予約制（145-9105）

10月18日（火）
午後2時～4時
いがまち女性センター

11月10日（木）
午後1時30分～4時
西柘植公民館

島ヶ原

11月1日　(火)
午後1時30分～4時
島ヶ原老人福祉
センター

阿山

11月4日（金）
午後1時30分～4時
阿山多目的集会
施設

10月28日（金）
11月11日（金）
午後2時～4時
阿山保健福祉
センター

大山田

10月20日（木）
午後1時30分～4時
大山田農村環境
改善センター

11月10日（木）
午後1時30分～4時
大山田農村環境
改善センター

青山

11月8日（火）
午前9時～正午
青山福祉センター

10月28日（金）
11月 8日（火）
午前9時～正午
青山福祉センター

法律・行政・人権・心配ごと相談
無料相談無料相談（10/16～11/15）

と　　き
10月27日（木）（予約制）122-9638
午後1時～4時（上野支所生活環境課）
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後5時
毎週水曜日（予約制）122-9654
午後1時30分～4時30分
火～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時
10月20日（木）
午後1時～3時
10月24日（月）、11月14日（月）
午後1時～4時
10月20日（木） ハローワーク伊賀
午後1時30分～4時　　 121-3221

11月2日（水） 伊賀市社会福祉協議会
午後1時～4時　　　　　121-5866

10月21日（金）、11月2日（水）
午前10時15分～午後2時45分
10月27日（木）
午後2時～4時
毎週水曜日
午前9時30分～午後4時30分
10月20日（木）（予約制）124-5800
午後1時30分～3時
11月10日（木）
午後1時30分～3時
10月27日（木）、11月10日（木）
午前10時～午後4時

と　　こ　　ろ
上野ふれあいプラザ

3階相談室

市役所本庁南庁舎
中2階 福祉政策課

県伊賀庁舎
4階相談室

上野ふれあいプラザ
青少年センター内

市役所本庁南庁舎
1階　第1会議室

市役所本庁南庁舎
玄関ロビー

かしの木ひろば
（上野寺町）

上野ふれあいプラザ
３階相談室

上野商工会議所

上野保健所（予約制）
124-8076

津地方法務局
上野支局121-0804

伊賀市勤労者福祉会館

阿山支所2階　　　　　　
第2会議室

市役所本庁南庁舎
1階　第1会議室

健康相談（無料）
血圧測定、尿検査など保健師が相談に応じます。

s10月12日（水）午前10時～午後4時　　 （市役所第11会議室前に変更）
s10月21日（金）午前9時30分～11時20分（青山公民館）
s10月25日（火）午後0時30分～4時　　　（市役所第11会議室前）

献血

本
紙
９
月
号
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
第
一
回
非
核
平
和
推
進
中
学
生
広
島
派
遣
団
レ
ポ
ー
ト
」
の
記
事
で
、
派
遣
中
学
生
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

柘
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中
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校
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年
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）
岡
嶋
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子
さ
ん
↓
（
正
）
岡
島
愛
子
さ
ん
　
訂
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し
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詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
と

お
詫
び
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伊賀市の人口・世帯数
（平成17年8月31日現在）
人　口　　
（男）
（女）
世帯数　

土
質
の
泥
深
い

場
所
を
好
み
ま

す
。こ

の
よ
う
な

特
徴
を
も
つ
ジ

ン
ダ
イ
ド
ジ
ョ

ウ
を
み
か
け
た

こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た

は
、
ジ
ン
ダ
イ

ド
ジ
ョ
ウ
の
可

能
性
が
あ
る
大

き
な
ド
ジ
ョ
ウ

を
最
近
見
か
け

た
り
、
昔
捕
ま

え
た
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
現
在
、

過
去
を
問
わ
ず

そ
の
生
息
場
所
に
関
す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
調
査
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
室

1
22
・
９
６
８
１

伊
賀
市
の
文
化
財

11

103,212人　　　
50,089人
53,123人
37,860世帯　

現
在
、
伊
賀
市
教
育
委
員
会
、
三
重
県
教
育
委
員

会
と
近
畿
大
学
農
学
部
環
境
管
理
学
科
水
圏
生
態
学

研
究
室
（
北
川
忠
生
助
手
）
は
、
三
重
県
の
中
で
も

伊
賀
市
に
生
息
す
る
と
さ
れ
る
大
型
の
ド
ジ
ョ
ウ

『
ジ
ン
ダ
イ
ド
ジ
ョ
ウ
』
の
生
息
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
型
（
体
長
２
０
㎝
以
上
）
の

ド
ジ
ョ
ウ
の
生
息
場
所
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
い

ま
す
。

ジ
ン
ダ
イ
ド
ジ
ョ
ウ
は
、
体
長
が
最
大
で
30
㎝
に

ま
で
成
長
す
る
大
型
の
ド
ジ
ョ
ウ
で
、
三
重
県
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
伊
賀

支
所
管
内
を
中
心
と
し
た
地
域
に
ご
く
普
通
に
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
水
質
の
悪
化
や
ほ
場
整
備
な
ど
に
よ

る
生
息
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ン
ダ
イ
ド
ジ
ョ
ウ
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
体
長：

大
型
で
細
長
い
。
最
大
で
30
㎝
。

▼
模
様：

ド
ジ
ョ
ウ
を
上
か
ら
見
る
と
、
点
列
状
に

な
っ
た
斑
紋
が
規
則
正
し
く
あ
り
ま
す
。

▼
昭
和
30
年
頃
ま
で
は
、
多
数
生
息
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

▼
味
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
ど
じ
ょ
う
の
で
ん
が
く

な
ど
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
昔
は
「
神
代
ど
じ
ょ
う
」
と
も
書
か
れ
、「
い
も

ど
じ
ょ
う
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
水
田
や
水
田
横
の
用
水
路
の
な
か
で
も
特
に
重
粘

青山保健センター運動施設で高齢者筋
力アップ教室が行われています。
この教室は、9月から11月の間に毎週

金曜日、全12回開催されています。
参加者はトレーニングルーム内のエアロバイクやレッグプレス

などの運動機具を使って気持ちのよい汗をかいたり、ストレッチ
などで体をほぐし、満足げな表情を浮かべていました。
また、施設内のプールでは水中ウォーキングやアクアビクス、

シェイプアップ教室なども行われています。（5ページ参照）10月
は体力つくり強調月間。みなさんも青山保健センター運動施設で
体力つくりをしてみませんか！　　　　　　　　　（今月の表紙）

～エアロバイクで筋力アップ～

大
き
な
ド
ジ
ョ
ウ
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・だ円形の斑紋が数個規則正しく並ぶ 

・2条の斑紋 

ジンダイドジョウを上から見た図 


